
力を合わせて冬を
乗り切る………… 4、5

データで知る帯広
10月末の人口と世帯数
人口 ▶ 168,272人
　　　　　             （前月比－4人）
　男 ▶ 80,254人
　女 ▶ 88,018人
世帯 ▶ 86,629世帯
　　　　　        （前月比＋58世帯）

10月の火災発生件数
2件（前月比－1件）

10月の家庭ごみ排出量
ご　み　量

資源ごみ（Sの日）量　

2,250t
（前年同月比－124t）

560t
（前年同月比－13t）

冬の交通を確保するため、
市道の除雪作業を行います。
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世
界
に
発
信
中
！

世
界
に
発
信
中
！

十
勝・帯
広
の
魅
力
を

観
光
を
通
じ
た
魅
力
発
信

　

今
、
全
国
で
は
人
口
減
少
に
歯
止
め

を
か
け
て
、
地
域
を
元
気
に
す
る
「
地

方
創
生
」
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

特
に
交
流
人
口
を
拡
大
さ
せ
る
観
光

振
興
は
、
そ
の
経
済
効
果
が
宿
泊
業
、

流
通
業
、
飲
食
業
、
運
輸
業
、
観
光
業
、

建
設
業
、
農
林
水
産
業
、
広
告
業
な
ど

多
岐
に
わ
た
る
こ
と
か
ら
、
地
域
活
性

化
の
有
力
な
手
段
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

市
で
は
、
地
域
全
体
の
活
性
化
に
つ

な
げ
よ
う
と
、
十
勝
・
帯
広
の
魅
力
を

国
内
の
み
な
ら
ず
、
海
外
に
向
け
て
発

信
す
る
取
り
組
み
に
力
を
入
れ
て
い
ま

す
。外

国
人
観
光
客
が

１
・
５
倍
増

　

平
成
27
年
度
の
十
勝
の
訪
日
外
国
人

宿
泊
客
延
べ
数
は
、
18
万
４
９
３
８
人

で
、
前
年
度
に
比
べ
て
お
よ
そ
６
万
人

（
前
年
度
対
比
１
・５
倍
）
増
加
し
ま
し

た
（
図
）。
国
・
地
域
別
で
は
台
湾
が

最
も
多
く
、
次
い
で
香
港
、
中
国
と
な

っ
て
い
ま
す
。

十
勝
の
魅
力
を
世
界
に

　

市
で
は
、
十
勝
管
内
の
町
村
や
関
係

団
体
な
ど
と
連
携
し
て
、
台
湾
や
香
港
、

中
国
、
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
な
ど
の
旅
行
会

社
や
航
空
会
社
へ
観
光
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ

ン
を
行
っ
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
、
各
地

で
行
わ
れ
る
観
光
イ
ベ
ン
ト
に
出
展
す

る
な
ど
、
十
勝
・
帯
広
の
観
光
地
や
ア

ウ
ト
ド
ア
メ
ニ
ュ
ー
を
紹
介
し
、
積
極

的
に
外
国
人
観
光
客
の
誘
客
を
推
進
し

て
い
ま
す
。
市
内
を
訪
れ
る
外
国
人
観

光
客
に
は
、
北
海
道
ガ
ー
デ
ン
街
道
や

幸
福
駅
、
ば
ん
え
い
競
馬
な
ど
が
人
気

の
ス
ポ
ッ
ト
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
最
近
で
は
、
首
都
圏
在
住
の

十
勝
出
身
者
に
よ
る
、
台
湾
と
十
勝
を

舞
台
と
し
た
映
画
が
制
作
さ
れ
る
な
ど
、

十
勝
の
魅
力
を
発
信
す
る
民
間
の
取
り

組
み
も
広
が
っ
て
い
ま
す
。

フードバレーとかちは、十勝の強みである食と農林漁業を生かした地域成長戦略です。

　首都圏在住の十勝出身者によるグループ
「ワイガヤ十勝」（柏尾哲哉代表）による、十
勝観光を題材とした映画「マイ・リトル・ガ
イドブック」の続編「ｉｃｅ」が完成し、十
勝の魅力を世界に発信しています。
　市ホームページや動画共有サービスＹ

ユ　ー

ｏｕ
Ｔ
チ ュ ー ブ

ｕｂｅで公開しています。

マイ・リトル・ガイドブック－ｉｃｅ－より
（主演は台湾の女優でとかち観光大使のウー・シンティさん）

ばんえい競馬など
十勝にしかないスポットが人気

図　訪日外国人宿泊客延べ数（十勝管内）

平成25年度
出展：北海道

（万人）

平成26年度 平成27年度

1.5倍増

0

4

8

12

16

20

10万7549人10万7549人
12万5229人12万5229人

18万4938人18万4938人

台湾
6万5877人
台湾

6万5877人
香港

2万8888人
香港

2万8888人
中国

2万6305人
中国

2万6305人

その他
6万3868人
その他

6万3868人

　帯広市では、観光振興による地域活性化を目指し、
海外プロモーションなどの取り組みを通じて、十
勝・帯広の魅力を世界に発信しています。
問い合わせ　�観光課（市庁舎7階、☎65・4169）

▶
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
で

　
簡
単
ア
ク
セ
ス

スマホ、
パソコンで

映像を見よう！

映画で十勝を世界に発信
マイ・リトル・ガイドブック–i

ア イ ス

ce–
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意
見
を
募
集
し
ま
す

◆
第
３
次
帯
広
市
食
育
推
進
計
画（
原
案
）

　
市
民
一
人
ひ
と
り
が
生
涯
に
わ
た
っ

て
健
康
で
豊
か
な
生
活
を
実
践
す
る
こ

と
を
目
指
し
、総
合
的
、計
画
的
に
「
食

育
」
を
進
め
て
い
く
た
め
の
第
３
次
計

画
を
策
定
し
ま
す
。

意
見
募
集
期
間
11
月
21
日
㈪
～
12
月
20

日
㈫

意
見
提
出
先
・
担
当
課
農
政
課
（
川
西

町
基
線
61
、
☎
59
・
２
３
２
３
）

◆
第
２
期
帯
広
市
消
費
生
活
基
本
計
画

（
原
案
）

　
複
雑
・
多
様
化
す
る
消
費
者
問
題
に

対
応
し
、
市
民
の
消
費
生
活
の
安
定
と

向
上
を
図
る
た
め
の
基
本
方
針
や
施

策
、
取
組
内
容
を
示
す
計
画
の
第
２
期

パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト

（
市
民
意
見
提
出
制
度
）っ
て
？

　

市
が
市
民
の
皆
さ
ん
の
暮
ら
し
に
関

わ
る
重
要
な
計
画
や
条
例
な
ど
を
策
定

す
る
と
き
に
、
概
要
を
ま
と
め
た
「
素

案
」
な
ど
の
段
階
で
市
民
の
皆
さ
ん
に

公
表
し
て
、
意
見
を
募
集
し
ま
す
。
い

た
だ
い
た
意
見
を
考
慮
し
て
最
終
決
定

し
て
い
く
一
連
の
手
続
き
を
「
パ
ブ
リ

計
画
を
策
定
し
ま
す
。

意
見
募
集
期
間
11
月
25
日
㈮
～
12
月
26

日
㈪

意
見
提
出
先
・
担
当
課
安
心
安
全
推
進

課
（
市
庁
舎
３
階
、☎
65
・
４
１
３
２
）

◆
（
仮
称
）
帯
広
市
公
共
施
設
マ
ネ
ジ

メ
ン
ト
計
画
（
案
）

　
社
会
経
済
情
勢
の
変
化
な
ど
に
対
応

し
、
長
期
的
な
視
点
を
持
っ
て
公
共
施

設
等
の
長
寿
命
化
や
施
設
総
量
の
適
正

化
な
ど
に
取
り
組
む
公
共
施
設
マ
ネ
ジ

メ
ン
ト
の
基
本
的
な
方
針
や
考
え
方
を

示
す
計
画
を
策
定
し
ま
す
。

意
見
募
集
期
間
12
月
１
日
㈭
～
翌
年
１

月
４
日
㈬

意
見
提
出
先
・
担
当
課
企
画
課
（
市
庁

舎
５
階
、
☎
65
・
４
１
０
５
）

◆
第
２
期
帯
広
市
耐
震
改
修
促
進
計
画

（
原
案
）

　

地
震
に
よ
る
被
害
か
ら
市
民
の
生

ッ
ク
コ
メ
ン
ト
（
市
民
意
見
提
出
制

度
）」
と
い
い
ま
す
。

内
容
は
各
コ
ミ
セ
ン
や

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
公
開

　

意
見
の
募
集
は
、
随
時
広
報
お
び
ひ

ろ
や
報
道
機
関
な
ど
を
通
じ
て
お
知
ら

せ
し
ま
す
。
素
案
な
ど
の
資
料
や
募
集

要
領
は
、
各
コ
ミ
セ
ン
や
担
当
課
な
ど

で
公
開
す
る
ほ
か
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

に
掲
載
し
ま
す
。

意
見
は
郵
送
・
直
接
・
フ
ァ
ク
ス
・

Ｅ
メ
ー
ル
で

　

意
見
募
集
期
間
内
に
、
案
件
名
、
氏

名
、
住
所
、
意
見
の
箇
所
と
内
容
を
書

い
て
、担
当
課
へ
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

詳
細
は
募
集
要
領
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

命
・
財
産
を
守
る
た
め
、
建
物
の
耐
震

化
を
計
画
的
に
促
進
す
る
こ
と
を
目
的

に
、
平
成
19
年
度
に
策
定
し
た
計
画
を

見
直
し
ま
す
。

意
見
募
集
期
間
12
月
12
日
㈪
～
翌
年
１

月
11
日
㈬

意
見
提
出
先
・
担
当
課
建
築
指
導
課

︵
市
庁
舎
６
階
、
☎
65
・
４
１
８
０
︶

◆
帯
広
市
空
家
等
対
策
計
画
（
原
案
）

　
防
災
や
衛
生
な
ど
の
生
活
環
境
の
保

全
を
図
る
た
め
、
空
家
等
の
発
生
抑
制

や
危
険
な
空
家
等
の
解
消
促
進
な
ど
、

空
家
等
対
策
を
総
合
的
、
計
画
的
に
進

め
る
た
め
に
策
定
し
ま
す
。 

意
見
募
集
期
間
12
月
12
日
㈪
～
翌
年
１

月
11
日
㈬

意
見
提
出
先
・
担
当
課
建
築
指
導
課

︵
市
庁
舎
６
階
、
☎
65
・
４
１
８
０
︶

ご
意
見
く
だ
さ
い

パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト（
市
民
意
見
提
出
制
度
）

　
市
が
つ
く
る
計
画
や
条
例
な
ど
の
策
定
過
程
に
お
い
て
、
意
見
や
提
案
を
出
し

て
、
ま
ち
づ
く
り
に
参
加
し
ま
し
ょ
う
。

　
　
　
　
　
　
　
制
度
に
つ
い
て
は
広
報
広
聴
課（
市
庁
舎
３
階
、☎
65
・
４
１
０
９
）、

各
案
件
に
つ
い
て
は
各
担
当
課

問
い
合
わ
せ

広 告

パブリックコメントの大まかな流れ

市
が
案
を
作
成

政
策
な
ど
の
決
定

案
の
公
表
・
意
見
募
集

募
集
期
間
：
原
則
30
日
以
上

提
出
さ
れ
た
意
見
の

反
映
な
ど

必
要
に
応
じ
て

議
会
な
ど
で
審
議

案
の
決
定
、結
果
の
公
表

成
人
の
集
い

新
た
な
る
門
出
を
祝
う

１
月
８
日
㈰
開
催

　

帯
広
市
で
は
、「
成
人
の
日
」
の
前

日
に
、
新
成
人
を
祝
い
、
大
人
と
し
て

の
自
覚
を
持
っ
て
も
ら
う
た
め
に
、「
成

人
の
集
い
」
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

当
日
は
、
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
セ
レ
モ
ニ

ー
や
新
成
人
の
懐
か
し
い
映
像
の
上
映

で
会
場
を
盛
り
上
げ
ま
す
。
成
人
と
し

て
の
喜
び
を
分
か
ち
合
い
、
旧
友
と
の

再
会
を
楽
し
み
ま
し
ょ
う
。

対
象
平
成
８
年
４
月
２
日
～
平
成
９
年

４
月
１
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
人

日
時
１
月
８
日
㈰
、
14
時
～
15
時
（
13

時
受
付
開
始
）

場
所
市
民
文
化
ホ
ー
ル
（
西
５
南
11
）

持
ち
物

市
内
に
住
民
登
録
が
あ
る
人

　

12
月
上
旬
に
送
付
す
る
案
内
は
が
き

�

市
内
に
住
民
登
録
が
な
い
人
、
案
内

は
が
き
を
紛
失
し
た
人

　

�

運
転
免
許
証
や
学
生
証
な
ど
の
生
年

月
日
が
確
認
で
き
る
物

　
　
　
　
　
　
　
青
少
年
課
（
市
庁
舎
３
階
、
☎
65
・
４
１
６
２
）

問
い
合
わ
せ

受け付けをしてから入場します

晴れ着姿で写真をパチリ

素晴らしい晴れの日に
するために…

大人としての自覚を持って
参加しましょう

◯会場でのマナー
・�会場内は全面禁煙です。屋外の指定さ
れた場所以外では、喫煙できません。
・�酒類の持ち込みは禁止です。大ホール
内は飲食も禁止です。
◯入場を断る場合
・飲酒している人
※飲酒が疑われる場合、
　呼気検査をお願いすることがあります。
◯退場となる迷惑行為
・物を投げる、蹴る
・野次や大声を上げる
・式典の進行を妨げる
・�その他、主催者の注意・警告などに従
わない
※退場となった人は、再入場できません。



帯広市奨学金制度の概要
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市
で
は
、
十
分
な
能
力
が
あ
る
に
も

か
か
わ
ら
ず
、
経
済
的
な
理
由
で
修
学

が
困
難
な
学
生
に
、
無
利
子
で
奨
学
金

を
貸
与
し
て
い
ま
す
。
詳
細
は
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

奨
学
金
の
振
り
込
み
開
始
を

５
月
に
早
め
ま
す

　

よ
り
使
い
や
す
い
制
度
に
す
る
た
め

に
、
平
成
29
年
度
か
ら
、
奨
学
金
の
振

り
込
み
開
始
を
早
め
ま
す
。

　

今
年
度
は
６
月
か
ら
振
り
込
ん
で
い

ま
し
た
が
、
入
学
直
後
な
ど
の
年
度
初

め
は
家
計
の
支
出
が
多
く
、
で
き
る
だ

け
早
い
時
期
に
受
け
取
り
た
い
、
と
い

う
声
も
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

　

来
年
度
か
ら
は
５
月
に
４
・
５
月
の

２
カ
月
分
を
、
６
月
以
降
は
毎
月
そ
の

月
の
分
を
振
り
込
み
ま
す
。

ま
ず
は
１
月
の
申
請
を

忘
れ
ず
に

　

制
度
の
見
直
し
に
よ
り
、
例
年
４
月

に
行
っ
て
い
た
申
請
の
受
け
付
け
を
１

月
に
開
始
し
ま
す
。
奨
学
金
の
貸
与
を

希
望
す
る
人
は
、
忘
れ
ず
に
申
請
し
て

く
だ
さ
い
。

申
請
期
間

　

１
月
４
日
㈬
～
２
月
10
日
㈮

申
請
窓
口

　

申
請
書
類
を
直
接
、
学
校
教
育
課
に

提
出
し
て
く
だ
さ
い
。
申
請
に
必
要
な

様
式
は
窓
口
で
受
け
取
る
か
、
市
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
か
ら
印
刷
し
て
く
だ
さ
い
。

進
学
先
が
ま
だ
決
ま
っ
て

い
な
い
の
で
す
が
…

　

申
請
時
期
の
１
月
時
点
で
進
学
先
が

ま
だ
決
ま
っ
て
い
な
い
場
合
は
、
進
学

予
定
と
し
て
申
請
す
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。

　

選
考
の
結
果
、
奨
学
生
に
ふ
さ
わ
し

い
と
認
め
ら
れ
た
人
へ
、
３
月
に
「
仮

決
定
通
知
」
を
送
付
し
ま
す
。

　

４
月
に
在
学
証
明
書
な
ど
を
提
出
し

て
も
ら
い
、
進
学
し
た
学
校
を
確
認
の

上
、
奨
学
生
を
決
定
し
ま
す
。

　

な
お
、
２
年
生
か
ら
で
も
申
請
が
可

能
で
す
。

奨
学
金
が

よ
り
使
い
や
す
く

平
成
29
年
度
の
奨
学
生
を
募
集

　
来
年
度
の
奨
学
金
の
申
請
が
、
こ
れ
ま
で
の
４
月
か
ら
１
月
に
、
振
り
込
み
開

始
は
６
月
か
ら
５
月
に
早
ま
り
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
学
校
教
育
課
（
市
庁
舎
８
階
、
☎
65
・
４
２
０
３
）

問
い
合
わ
せ

広 告

　

年
末
に
近
づ
き
、
何
か
と
忙
し
く
な

る
こ
の
時
期
。
不
注
意
に
よ
る
こ
ん
ろ

の
消
し
忘
れ
、
暖
房
の
使
用
頻
度
の
増

加
な
ど
で
、
火
災
が
起
き
や
す
く
な
り

ま
す
。
一
人
ひ
と
り
が
防
火
の
意
識
を

し
っ
か
り
と
持
ち
、
火
災
の
発
生
と
悲

惨
な
焼
死
事
故
を
防
ぎ
ま
し
ょ
う
。

出
火
原
因
の
上
位
は

放
火
・
た
ば
こ
・
電
気
製
品

　

今
年
１
月
～
10
月
に
市
内
で
起
き
た

火
災
の
件
数
は
47
件
で
、
出
火
原
因
の

上
位
は
、
放
火
（
疑
い
含
む
）
が
７
件
、

た
ば
こ
が
６
件
、
電
気
製
品
本
体
や
配

線
な
ど
か
ら
の
出
火
が
４
件
で
し
た
。

必
ず
住
宅
用
火
災
警
報
器
を
設
置

　

住
宅
用
火
災
警
報
器
の
設
置
が
義
務

に
な
っ
た
平
成
20
年
か
ら
、
市
内
の
警

報
器
を
設
置
し
て
い
る
住
宅
で
、
火
災

に
よ
る
死
者
は
出
て
い
ま
せ
ん
。
ま
た
、

警
報
器
の
普
及
で
火
災
が
早
く
発
見
さ

れ
や
す
く
な
り
、
家
屋
の
焼
損
面
積
な

ど
も
大
幅
に
減
り
ま
し
た
。

　

焼
死
事
故
を
未
然
に
防
ぎ
、
火
災
の

被
害
を
最
小
限
に
抑
え
る
た
め
に
も
、

必
ず
警
報
器
を
設
置
し
て
く
だ
さ
い
。

半
年
に
１
度
は
作
動
の
確
認
を

　

警
報
器
は
、
ひ
も
を
引
い
た
り
、
ボ

タ
ン
を
押
し
て
作
動
を
点
検
で
き
ま
す
。

半
年
に
１
度
は
電
池
切
れ
や
故
障
が
な

い
か
必
ず
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

　

警
報
器
を
設
置
す
る
場
所
が
分
か
ら

な
い
な
ど
困
っ
た
と
き
は
、
帯
広
消
防

署
指
導
課
に
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

忙
し
い
年
末
も

火
災
を
防
ぐ
た
め
に

消
し
ま
し
ょ
う 

そ
の
火
そ
の
時 

そ
の
場
所
で

　
　
　
　
　
　
　
帯
広
消
防
署
指
導
課
（
西
６
南
６
、
☎
26
・
９
１
３
１
）

問
い
合
わ
せ

申請できる人
　帯広市に住民登録している人の子ども
で、次の要件をすべて満たす人
①�平成29年４月に大学・専門学校・高校に
在学している予定

②�経済的理由で修学が難しい（所得の上
限額があります）

③学業が優秀で身体健全

平成29年度 奨学金制度スケジュール
平成29年

1月

申
請
書
提
出

（
～
２
月
10
日
㈮
ま
で
）

2月

選　
　

考

5月

決
定
通
知

3月

仮
決
定
通
知

振
り
込
み
開
始

着衣着火に注意！
　こんろやストーブなどから着ている
服に火が燃え移る「着衣着火」が、市内
では平成28年1月～ 10月に3件あり
ました。こんろの奥の物を取るときや、
仏壇のろうそくの近くなどでは服の袖
や裾に着火しないよう注意しましょう。

服に火がついてしまったら…
・すぐに水をかぶる
・地面に転がって火を押し付ける
※�走り回ると燃え上がることがあるた
め絶対に走らない

警報器の設置を！
イラスト出典：
東京都生活文化局　東京くらしねっと

※�各区分の定員については広報おびひろ１月号で
お知らせします。

区  分 貸付月額
大 学 5万円、3万円、2万円のいずれか
専 門 学 校 3万円
高 校 7000円

4月

在
学
証
明
書
な
ど
提
出

（
～
４
月
28
日
㈮
ま
で
）

帯広市  奨学金 検  索
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約
１
８
０
０
キ
ロ
メ
ー
ト
ル

を
除
雪

　

市
が
除
雪
す
る
車
道
の
距
離
は
約

１
３
０
０
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
、
歩
道
も
合

わ
せ
る
と
約
１
８
０
０
キ
ロ
メ
ー
ト
ル

あ
り
ま
す
。
幹
線
道
路
や
生
活
道
路
、

歩
道
な
ど
道
路
の
種
類
に
応
じ
て
合
計

２
６
６
台
の
除
雪
車
で
対
応
し
ま
す
。

　

よ
り
ス
ム
ー
ズ
な
除
雪
が
行
え
る
よ

う
、
皆
さ
ん
の
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

出
動
の
目
安
は
降
雪
10
～
15
セ
ン
チ

　

除
雪
車
の
出
動
は
、
10
〜
15
セ
ン
チ

の
降
雪
を
目
安
に
、
天
気
予
報
な
ど
を

総
合
的
に
考
慮
し
て
判
断
し
ま
す
。
な

お
、
雪
質
や
降
雪
の
時
期
、
路
面
の
状

態
な
ど
に
よ
っ
て
は
、
降
雪
が
あ
っ
て

も
出
動
を
見
送
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

作
業
は
夜
か
ら
朝
に
か
け
て
行
う

　

除
雪
作
業
は
通
勤
・
通
学
に
支
障
が

な
い
よ
う
に
、
夜
間
か
ら
早
朝
（
お
お

む
ね
午
後
８
時
〜
午
前
６
時
）
に
行
う

こ
と
を
基
本
と
し
て
い
ま
す
（
図
１
）。

雪
の
量
や
降
雪
の
時
間
帯
に
よ
り
、
午

前
６
時
を
過
ぎ
て
も
作
業
を
継
続
す
る

こ
と
が
あ
り
ま
す
。
日
中
の
除
雪
は
、

交
通
渋
滞
を
招
き
、
事
故
が
起
こ
る
危

険
性
が
高
ま
る
た
め
、
積
雪
で
交
通
に

大
き
な
支
障
が
生
じ
る
場
合
を
除
き
、

行
い
ま
せ
ん
。

除
雪
１
回
当
た
り
の
費
用

　

雪
を
道
路
脇
に
か
き
分
け
る
、
交
差

点
の
雪
山
を
撤
去
す
る
、
幹
線
の
道
路

脇
に
積
ま
れ
た
雪
山
を
除
去
す
る
作
業

を
行
う
と
、
除
雪
１
回
当
た
り
で
約

１
億
９
４
０
０
万
円
か
か
り
ま
す
。

除
雪
作
業
時
の
お
願
い

　

作
業
を
安
全
、
迅
速
、
効
果
的
に
行

う
た
め
、
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

路
上
駐
車
は
し
な
い

　

路
上
駐
車
し
て
い
る
車
両
が
あ
る
と
、

除
雪
作
業
の
遅
れ
や
そ
の
先
の
除
雪
が

で
き
な
く
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

道
路
に
物
を
置
か
な
い

　

車
乗
り
入
れ
用
の
段
差
解
消
ブ
ロ
ッ

ク
な
ど
、
除
雪
作
業
の
妨
げ
と
な
る
物

が
あ
る
と
除
雪
に
支
障
が
出
ま
す
。

除
雪
車
に
は
近
づ
か
な
い

　

除
雪
車
の
周
囲
は
運
転
手
か
ら
見
え

に
く
く
、
大
変
危
険
で
す
。

雪
を
道
路
や
川
に
捨
て
な
い

　

雪
を
道
路
に
捨
て
る
と
、
凹
凸
路
面

が
で
き
て
ス
リ
ッ
プ
事
故
の
原
因
に
な

り
大
変
危
険
で
す
。
川
に
捨
て
る
と
転

落
防
止
柵
の
破
損
や
川
の
流
れ
が
せ
き

止
め
ら
れ
る
な
ど
の
恐
れ
が
あ
り
ま
す
。

玄
関
・
車
庫
前
の
除
雪
は
各
家
庭
で

　

除
雪
に
よ
り
、
玄
関
前
や
車
庫
前
に

寄
せ
ら
れ
た
雪
は
、
各
家
庭
で
除
雪
し

て
い
た
だ
く
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

不
要
不
急
の
問
い
合
わ
せ
は
日
中
に

　

夜
間
の
除
雪
作
業
中
に
問
い
合
わ
せ

が
集
中
す
る
と
、
作
業
の
遅
れ
に
つ
な

が
り
ま
す
。
不
要
不
急
の
問
い
合
わ
せ

は
、
日
中
に
お
願
い
し
ま
す
。

町
内
会
へ
の
「
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ

助
成
制
度
」
を
活
用
く
だ
さ
い

　

町
内
会
と
市
が
役
割
分
担
し
て
生
活

道
路
の
除
排
雪
を
行
う
仕
組
み
で
す
。

　

希
望
す
る
町
内
会
を
対
象
に
、
小
型

除
雪
機
械
購
入
補
助
な
ど
、
除
排
雪
に

掛
か
っ
た
経
費
の
半
額
（
条
件
な
ど
あ

り
）
を
助
成
し
ま
す
。
申
請
期
間
や
申

し
込
み
な
ど
詳
細
は
、
道
路
維
持
課
へ

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

除
雪
作
業
の
問
い
合
わ
せ
は

区
域
の
除
雪
セ
ン
タ
ー
へ

　

市
内
を
７
つ
の
地
区
に
分
け
、
除
雪

セ
ン
タ
ー
を
設
置
し
て
い
ま
す
。（
図

２
）

　

市
道
の
除
雪
は
、
各
地
区
の
除
雪
セ

ン
タ
ー
へ
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

受
付
時
間 
月
～
金
曜
日
、９
時
〜
17
時

設
置
期
間 

平
成
29
年
３
月
31
日
㈮
ま
で

（
４
月
以
降
の
降
雪
は
、
道
路
維
持
課
へ

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
）

①
東
部
地
区　
　

☎
23
・
２
０
１
７

②
北
部
地
区　
　

☎
37
・
２
０
５
４

③
中
央
部
地
区　

☎
33
・
２
０
０
２

④
西
部
地
区　
　

☎
34
・
２
０
０
３

⑤
南
部
地
区　
　

☎
47
・
３
０
１
４

⑥
川
西
地
区　
　

☎
23
・
２
０
３
７

⑦
大
正
地
区　
　

☎
23
・
２
０
３
６

国
道
と
道
道
の
除
雪
の
問
い
合
わ
せ
先

国
道
の
除
雪

帯
広
開
発
建
設
部
帯
広
道
路
事
務
所 

☎
25
・
１
２
５
０

道
道
の
除
雪

十
勝
総
合
振
興
局
帯
広
建
設
管
理
部

事
業
室
事
業
課
施
設
保
全
室

☎
27
・
８
７
２
７

雪
捨
て
場
を

利
用
し
て
く
だ
さ
い

　

除
排
雪
で
出
た
雪
を
無
料
で
持
ち
込

む
こ
と
が
で
き
ま
す
。（
図
３
）

開
設
期
間 

平
成
29
年
３
月
31
日
㈮
ま
で

力
を
合
わ
せ
て
冬
を
乗
り
切
る

厳
し
い
冬
を
安
全
に
過
ご
す
た
め
に

　
冬
の
交
通
を
確
保
す
る
た
め
、
市
道
の
除
雪
作
業
を
行
い
ま
す
。
作
業
を
安
全
に
、
ス
ム
ー
ズ
に
進
め
る
に
は
市
民
の
皆

さ
ん
の
協
力
が
欠
か
せ
ま
せ
ん
。
力
を
合
わ
せ
て
帯
広
の
冬
を
乗
り
切
り
ま
し
ょ
う
。

　
　
　
　
　
　
　
道
路
維
持
課
（
南
町
南
６
線
、
☎
48
・
２
３
２
２
）

問
い
合
わ
せ

❶西18条（十勝川河川敷）→西18北３、十勝川浄化センター北側

雪捨て場

雪捨て場

雪捨て場

堤防

平
原
大
橋

札
内
川

札
内
川

西18条北2丁目

依田

清柳大橋

第二大川橋

東4条

弥
生
通

堤防 堤防

堤
防

堤
防

太
陽
園

十勝川浄化
センター

❷幕別町依田（民有地）→清柳大橋の南東側

❸大正（札内川河川敷）→大正市街地西側、第二大川橋の北西側

図２　除雪センター区域図図３　雪捨て場位置図

①東部地区③中央部地区

②北部地区

④西部地区

⑤南部地区

⑥川西地区 ⑦大正地区

❷雪捨て場

❶
雪捨て場

十勝川

国道38号線

柏林台駅

帯広駅

春駒通

自由が丘

川西合同庁舎

農業技術
センター

グリーン
パーク

白樺通

帯広の森
運動公園

南の森

畜大

火葬場

工業高校

売買
川

川西3号

西帯広駅
市役所

札内橋

然
別
川

平
原
大
橋

栄
通

帯
広
川

帯
広
広
尾
自
動
車
道

大
通

国
道
２
３
６
号
線

札
内
川

と
て
っ
ぽ
通

西
18
条

十
勝
大
橋

音更町

幕別町

愛国町川西町
別府町

芽室町

大空町

❸雪捨て場❸雪捨て場

寄せられた雪を除雪（イメージ）

除雪車の出動をお知らせします

市フェイスブック 市ツイッター

ＱＲコードで
簡単アクセス

　除雪車の出動は、市ホームページやフェイ
スブック、ツイッターでお知らせするほか、
コミュニティーFMラジオに情報提供します。

図１　除雪を行う時間帯

0

12

18 624h

夜8時から　

　 
 夜間
に除雪10～12時

間

朝6時まで



◆5 ◆ 広報おびひろ 平成28年12月号

◇車内に用意しておきたいもの
防寒着、長靴、手袋、スコップ、けん引ロープ。
万一に備えて飲料水、非常食、使い捨てカイロ。
十分な燃料があるかも確認。

◇排気パイプ（マフラー）周りを定期的に除雪
車が立ち往生した時に救助を求められる人家が周りに
ない場合は、１１９番か１１０番通報する。車のマフ
ラーが雪に埋まると排気ガスが車内に逆流して、一酸
化炭素中毒で命を落とす危険があるので、マフラー周
りを定期的に除雪し、窓を少し開けて換気しながら救
助を待つ。車を置いて避難する場合は、連絡先を書い
たメモを車内に置き、車の鍵は付けたままにしておく。

利き手でスコップの持ち手を握り、反対の手で柄を握ります。このとき、反対の手は、手
の平を下に向けて柄を握ります。手の平を上に向けて握ると腕の力を多く使いますが、手
の平を下に向けて握ると、全身の力で雪を投げられるので、腕への負担も少なくて済みます。

よ
く
あ
る
除
雪
の

意
見
・
質
問

　

例
年
、
除
雪
作
業
に
関
す
る
ご
意
見

が
多
く
寄
せ
ら
れ
ま
す
。
特
に
多
い
意

見
と
、
市
の
考
え
方
を
紹
介
し
ま
す
。

◆�

家
の
前
が
除
雪
さ
れ
て
い
ま
せ
ん 

（
生
活
道
路
沿
い
に
住
ん
で
い
る
人
）

　

生
活
道
路
の
除
雪
は
、
雪
を
道
路
の

両
脇
に
振
り
分
け
る
だ
け
の
た
め
、
除

雪
の
た
び
に
道
路
幅
が
狭
く
な
り
、
雪

山
が
積
み
上
が
る
な
ど
道
路
状
況
が
悪

化
し
や
す
く
な
り
ま
す
。
こ
の
た
め
、

す
で
に
圧
雪
状
態
で
走
行
が
可
能
な
路

面
状
況
で
あ
れ
ば
、
降
雪
量
が
出
動
の

目
安
に
達
し
て
も
、
生
活
道
路
の
除
雪

を
見
合
わ
せ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

◆�
除
雪
業
者
に
よ
っ
て
仕
上
が
り
に
差

が
あ
る
の
で
指
導
し
て
く
だ
さ
い

　

通
行
に
支
障
を
お
よ
ぼ
す
こ
と
の
な

い
よ
う
除
雪
を
行
い
ま
す
が
、
路
面
の

凹
凸
の
状
況
や
運
転
の
熟
練
度
に
よ
っ

て
、
仕
上
が
り
に
差
が
で
て
き
ま
す
。

巡
回
パ
ト
ロ
ー
ル
の
後
、
除
雪
の
仕
上

が
り
が
よ
く
な
い
場
所
が
あ
る
場
合
は

手
直
し
の
指
示
を
し
ま
す
。

◆�

雪
を
残
さ
な
い
よ
う
に
除
雪
車
の
排

土
板
を
下
げ
て
除
雪
し
て
く
だ
さ
い

　

排
土
板
を
で
き
る
だ
け
下
げ
て
除
雪

を
行
い
ま
す
が
、
生
活
道
路
の
除
雪
は

マ
ン
ホ
ー
ル
な
ど
の
凹
凸
が
あ
っ
て
危

険
な
た
め
、
路
面
ぎ
り
ぎ
り
ま
で
下
げ

る
こ
と
は
で
き
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

◆�

除
雪
車
で
寄
せ
る
雪
は
左
右
均
等
に

し
て
く
だ
さ
い

　

で
き
る
だ
け
均
等
に
除
雪
を
行
い
ま

す
が
、
生
活
道
路
は
出
入
り
の
関
係
で
、

場
所
に
よ
っ
て
は
片
側
に
よ
ら
ざ
る
を

得
な
い
と
こ
ろ
も
あ
り
ま
す
。

◆�

施
設
帯
に
雪
を
お
か
な
い
で
く
だ
さ

い

　

生
活
道
路
に
は
場
所
に
よ
っ
て
幅
１

メ
ー
ト
ル
前
後
の
施
設
帯
が
あ
り
ま
す

（
図
４
）。
こ
れ
は
電
柱
や
各
種
ポ
ー
ル

の
建
柱
場
所
と
し
て
設
け
ら
れ
て
い
ま

す
。
冬
期
間
は
、
雪
の
堆
積
場
所
に
な

る
の
で
、
ご
理
解
く
だ
さ
い
。

◆
除
雪
体
制
を
強
化
で
き
ま
せ
ん
か

　

除
雪
車
両
と
運
転
手
の
数
が
減
少
し

て
い
て
、
確
保
が
難
し
く
な
っ
て
い
ま

す
。
現
在
の
体
制
を
維
持
し
、
効
果
的
、

効
率
的
な
除
雪
に
努
め
ま
す
。

◆�

（
大
雪
の
と
き
）
も
っ
と
早
く
除
雪

で
き
ま
せ
ん
か

　

市
で
確
保
し
て
い
る
除
雪
車
両
は
、

１
度
の
降
雪
が
20
セ
ン
チ
程
度
ま
で
を

12
時
間
ほ
ど
か
け
て
除
雪
す
る
台
数
で

す
。
30
セ
ン
チ
を
超
え
る
降
雪
が
あ
る

と
、
２
回
以
上
は
除
雪
し
な
け
れ
ば
な

り
ま
せ
ん
。
ま
た
、
積
雪
量
の
増
加
に

伴
い
、
車
の
立
ち
往
生
も
増
え
る
た
め
、

除
雪
に
通
常
よ
り
時
間
が
か
か
り
ま
す
。

　

天
気
予
報
を
こ
ま
め
に
確
認
し
、
車

で
の
外
出
を
控
え
る
な
ど
、
除
雪
作
業

へ
の
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

◆�

除
雪
の
順
序
を
変
え
ら
れ
ま
せ
ん
か 

（
希
望
の
時
間
に
除
雪
し
て
ほ
し
い
）

　

除
雪
の
順
序
を
変
え
る
と
、
夜
間
の

作
業
で
周
囲
の
状
況
が
把
握
し
づ
ら
く

な
り
、
作
業
の
安
全
性
の
低
下
や
、
除

雪
の
遅
れ
、
除
雪
忘
れ
が
起
き
る
恐
れ

が
あ
り
ま
す
。
こ
の
た
め
、
各
地
区
の

除
雪
セ
ン
タ
ー
で
効
率
的
な
除
雪
が
行

え
る
よ
う
に
、
事
前
に
順
序
を
決
め
て

い
て
、
変
え
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
の

で
ご
理
解
く
だ
さ
い
。

吹雪や大雪のときに自動車で外出する際の備え
～立ち往生したときのことも考える～

疲れにくい雪かきのこつ
～スコップの持ち方で体にかかる負担を軽減～

道路の種別

図４　生活道路のイメージ
【雪が少ない時期】

緊急車両が通行できる程度

施設帯

敷
地
境
界

除雪車で両脇に
振り分けた雪

【雪が多い時期】

排土板

POINT！

持ち手

手の平を下に向けて柄を握る

柄

市内にある道路の距離
　◯国道（主要幹線）　　　　　　　　 　 56キロメートル→国が除雪
　◯道道（主要幹線など）　　　　　　 143キロメートル→北海道が除雪
　◯市道（幹線・補助幹線・生活道路） 1350キロメートル→帯広市が除雪

除雪に関するご意見で
多いもの

除雪のやり方が悪い
早く除雪してほしい
雪山で見通しが悪い

その他含む　  合 計

1075件
687件
163件

2157件

１位
２位
３位

※平成27年度実績



　

バ
ー
コ
ー
ド
付
き
の
納
付
書
は
、

金
融
機
関
の
ほ
か
セ
イ
コ
ー
マ
ー

ト
、
セ
ブ
ン
イ
レ
ブ
ン
、
ロ
ー
ソ
ン

で
も
納
め
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

ま
た
、
市
税
の
納
付
を
口
座
振
替

に
す
る
と
、
納
め
忘
れ
も
な
く
便
利

で
す
。

　

口
座
振
替
の
申
し
込
み
は
、
▽
振

替
を
す
る
預
金
通
帳
▽
通
帳
の
印
鑑

▽
納
税
通
知
書
─
を
持
っ
て
、
各
金

融
機
関
ま
た
は
納
税
課
（
ゆ
う
ち
ょ

銀
行
希
望
の
場
合
は
納
税
課
）
の
窓

口
で
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。
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軽
自
動
車

　

初
度
検
査
年
月
に
応
じ
て
、
税
額
が

決
ま
り
ま
す
。（
表
１
）

※
初
度
検
査
…
新
車
購
入
時
に
最
初
に

ナ
ン
バ
ー
を
取
得
す
る
た
め
の
検
査
。

初
度
検
査
年
月
は
、
自
動
車
検
査
証
に

記
載
さ
れ
て
い
ま
す
。

①�

初
度
検
査
が
平
成
27
年
３
月
以
前
の

車
両

　

初
度
検
査
か
ら
13
年
を
経
過
す
る
ま

で
は
現
行
税
額
の
ま
ま
で
す
。

②�

初
度
検
査
が
平
成
27
年
４
月
以
後
の

車
両

　

平
成
28
年
度
か
ら
新
税
額
が
適
用
さ

れ
て
い
ま
す
。

③
初
度
検
査
後
13
年
を
経
過
し
た
車
両

　

経
年
重
課
の
税
額
が
適
用
さ
れ
ま
す
。

※
賦
課
期
日
の
４
月
１
日
時
点
で
13
年

を
経
過
し
て
い
る
か
判
断
し
ま
す
。

※
平
成
29
年
度
に
重
課
が
適
用
さ
れ
る

の
は
、
初
度
検
査
年
月
が
平
成
16
年
３

月
以
前
の
車
両
で
す
。

原
動
機
付
自
転
車
や

二
輪
車
な
ど

　

平
成
28
年
度
か
ら
新
税
額
が
適
用
さ

れ
て
い
ま
す
。（
表
２
）

税
負
担
を
軽
減

「
グ
リ
ー
ン
化
特
例
」

　

平
成
28
年
４
月
１
日
～
平
成
29
年
３

月
31
日
ま
で
に
初
度
検
査
を
受
け
た
、

三
輪
と
四
輪
の
軽
自
動
車
は
、
平
成
29

年
度
に
限
り
、
燃
費
性
能
に
応
じ
て
税

率
を
軽
減
す
る
グ
リ
ー
ン
化
特
例
が
適

用
さ
れ
ま
す
。（
表
３
）

　

た
だ
し
、
次
の
条
件
を
満
た
し
た
も

の
に
限
り
ま
す
。

　

各
燃
費
基
準
の
達
成
状
況
は
、
自
動

車
検
査
証
の
備
考
欄
に
記
載
さ
れ
て
い

ま
す
。

◆
特
例

電
気
自
動
車
、
天
然
ガ
ス
軽
自
動
車

（
平
成
21
年
排
出
ガ
ス
10
％
軽
減
）

◆
特
例

乗
用
…
平
成
17
年
排
出
ガ
ス
基
準
75
％

低
減
達
成
（
以
下
★
★
★
★
）
か
つ
平

成
32
年
度
燃
費
基
準
＋
20
％
達
成
車

貨
物
…
★
★
★
★
か
つ
平
成
27
年
度
燃

費
基
準
＋
35
％
達
成
車

◆
特
例

乗
用
…
★
★
★
★
か
つ
平
成
32
年
度
燃

費
基
準
達
成
車

貨
物
…
★
★
★
★
か
つ
平
成
27
年
度
燃

費
基
準
＋
15
％
達
成
車

軽
自
動
車
税
の

お
知
ら
せ

平
成
29
年
度
軽
自
動
車
税

　
平
成
28
年
度
か
ら
、
税
制
改
正
に
よ
り
、
軽
自
動
車
税
の
税
額
が
変
更
に
な
っ

て
い
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
市
民
税
課
（
市
庁
舎
２
階
、
☎
65
・
４
１
１
９
）

問
い
合
わ
せ

市
税
の
納
め
忘
れ

あ
り
ま
せ
ん
か

12
月
は
市
税
完
納
強
調
月
間

　

市
で
は
、
12
月
を
市
税
完
納
強
調
月

間
と
し
て
、
夜
間
と
休
日
に
相
談
と
納

付
の
窓
口
を
開
設
す
る
と
と
も
に
、
市

道
民
税
、
固
定
資
産
税
、
軽
自
動
車
税

な
ど
の
市
税
を
滞
納
し
て
い
る
人
へ
、

電
話
督
励
、
訪
問
督
励
、
差
し
押
さ
え

処
分
な
ど
の
実
施
を
強
化
し
ま
す
。

　

市
税
は
、
健
全
な
市
政
運
営
を
進
め

る
上
で
、
大
変
重
要
な
財
源
で
す
。
納

期
内
の
納
付
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

夜
間
と
休
日
に
窓
口
を
開
設
し
ま
す

　

12
月
１
日
か
ら
27
日
ま
で
、
水
曜
日

を
除
く
平
日
の
夜
間
と
、
土
・
日
曜
日

と
祝
日
に
、
相
談
と
納
付
の
窓
口
を
開

設
し
ま
す
。

　

日
中
、
相
談
や
納
付
に
来
る
こ
と
が

難
し
い
人
は
活
用
し
て
く
だ
さ
い
。

開
設
時
間

●
印
は
８
時
45
分
～
20
時

〇
印
は
９
時
～
17
時

12
月
７
日
・
14
日
・
21
日
・
28
日
の
水

曜
日
は
８
時
45
分
～
17
時
30
分

市
税
を
滞
納
す
る
と

　

納
期
限
ま
で
に
納
付
さ
れ
な
い
場
合

は
、
本
来
の
税
額
に
加
え
て
、
延
滞
金

が
加
算
さ
れ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　

督
促
状
や
催
告
書
、
電
話
な
ど
で
催

告
し
て
も
納
付
さ
れ
な
い
場
合
に
は
、

預
金
や
給
与
の
差
し
押
さ
え
な
ど
、
滞

納
処
分
を
実
施
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

納
税
が
困
難
な
と
き
は
相
談
を

▽
災
害
、
失
業
、
病
気
な
ど
で
納
め
る

こ
と
が
で
き
な
い
▽
一
度
に
納
め
る
こ

と
が
で
き
な
い
▽
納
付
書
を
無
く
し
た

▽
仕
事
や
通
院
で
日
中
に
市
役
所
へ
行

く
こ
と
が
で
き
な
い
─
な
ど
の
理
由
が

あ
る
と
き
は
、
早
め
に
納
税
課
に
相
談

し
て
く
だ
さ
い
。

　
　
　
　
　
　
　

納
税
課
（
市
庁
舎
２
階
、
☎
65
・
４
１
２
８
、
65
・
４
１
２
９
、

65
・
４
１
２
６
）

問
い
合
わ
せ

広 告

表1　軽自動車

表3　軽自動車税のグリーン化特例（軽課）

表2　原動機付自転車、二輪車など

車 種 区 分

税額（年額）

①�初度検査が
平成27年3
月以前

②�初度検査が
平成27年4
月以後

③�初度検査後
13年を経過
（経年重課）

四輪

乗用
自家用 7200円 1万800円 1万2900円

営業用 5500円 6900円 8200円

貨物
自家用 4000円 5000円 6000円

営業用 3000円 3800円 4500円

三　輪 3100円 3900円 4600円

車 種 区 分

税額（年額）

特例なし 特例① 特例② 特例③

四輪

乗用
自家用 1万800円 2700円 5400円 8100円

営業用 6900円 1800円 3500円 5200円

貨物
自家用 5000円 1300円 2500円 3800円

営業用 3800円 1000円 1900円 2900円

三　輪 3900円 1000円 2000円 3000円

車 種 区 分 税額（年額）

原動機付自転車

５０㏄以下 2000円

５０㏄超９０㏄以下 2000円

９０㏄超１２５㏄以下 2400円

ミニカー 3700円

二輪の軽自動車 １２５㏄超２５０㏄以下 3600円

二輪の小型自動車 ２５０㏄超 6000円

小型特殊自動車
農耕作業用(トラクターなど） 2000円

その他（フォークリフトなど） 5900円

雪上車 ６６０㏄以下 3600円

日 月 火 水 木 金 土

1 2 3

4 5 6 7 8 9 10

11 12 13 14 15 16 17

18 19 20 21 22 24

25 26 27 28 29休み
30
休み

31
休み

1

4 8

11 15

18 22

25

2 3

5 6 9 10

12 13 16 17

23 2419 20

26 27

12月の納税相談と収納窓口日程

コ
ン
ビ
ニ
や
口
座
振
替
で

納
付
が
便
利
に
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　　ごみと資源ごみの収集
問清掃事業課（西24北４、☎37・2311）
12月23日㈮天皇誕生日は通常通りごみを収集
　収集地区の人は当日の午前９時までに出し
てください。
ごみ収集は12月31日㈯～1月3日㈫が休み　
　収集地区ごとの収集最終日と開始日を確認
してください。（表）
大型ごみの収集
　大型ごみ受付センター（☎27・5300）は、
12月29日㈭～1月3日㈫が休みです。
し尿の収集
　12月29日㈭～1月3日㈫が休みです。

　　ごみの持ち込み
問くりりんセンター（西24北４､ ☎37・3550）
　年末の受け入れは、12月31日㈯の正午まで、
年始は１月３日㈫から平常通り９時～17時
までです。
　家庭ごみの持ち込みには、10キログラム
ごとに170円の処理料金が掛かります。指定ごみ袋を使用する必要はありません。
　年末年始は大変混雑するため、持ち込みではなく、ごみ収集日に決められたゴミステーシ
ョンに出すことをお勧めします。

　　主な施設の休み
12月6日㈫～１月３日㈫が休み
＊帯広の森市民プール（整備期間を含む）
12月28日㈬～１月３日㈫が休み
＊図書館（月末整理日を含む）
12月28日㈬～１月４日㈬が休み
＊�福祉センター（北栄、豊成、緑ヶ丘、北、
バラト、緑栄、啓親、自由が丘、コスモス）

12月29日㈭～１月３日㈫が休み
＊農業技術センター
＊川西支所・大正支所
＊保健福祉センター
＊市民活動交流センター
＊とかちプラザ
＊児童会館
＊百年記念館
＊みどりと花のセンター
＊帯広の森・はぐくーむ
＊森の交流館・十勝
＊市民ギャラリー
＊市民文化ホール
＊各コミュニティセンター
＊大正農業者トレーニングセンター
＊川西農業者研修センター
＊大空会館
＊�福祉センター（南町、西、若葉、栄、光南、東、
広陽、花園、柏林台、啓西、稲田南、緑
南、中央、明和、柏、五条橋、北親、つ
つじが丘、みなみ野、きぼう、清流の里）

＊総合体育館
＊帯広の森体育館
＊帯広の森アイスアリーナ
＊帯広の森スポーツセンター
＊帯広の森弓道場
＊帯広の森研修センター（食堂）
＊すぱーく帯広
12月31日㈯～１月２日（振）
＊�帯広の森研修センター（貸室、トレーニ
ング室）

12月31日㈯～１月３日㈫
＊�明治北海道十勝オーバル

 12月29日木～ 1月3日火
2016年　　　　　　          2017年
市役所の年末年始の業務案内

この期間、市役所は休みになります。
市の業務は、年末は12月28日（水）まで、年始は１月4日（水）から平常通り行います。 
施設や業務によって休みが異なりますので、お間違えのないようにご注意ください。

　　急患の受け入れ
　年末年始の急患受け入れ医療機関、市内の
当番病院は、電話で問い合わせください。
帯広市急病テレホンセンター
☎26・1099（無休、24時間対応）
救急医療情報案内センター
0120・20・8699、携帯からは☎011・221・

8699（いずれも無休、24時間対応）

　　戸籍の届け出
　出生届や死亡届、婚姻届などの戸籍の届け
出は、休み中も市役所当直窓口（市庁舎南口）
で終日受け付けます。
問戸籍住民課（市庁舎１階、☎65・4142）

昼間の診療
日　程 診療科 医療機関 住所、電話

12月31日㈯
～1月3日㈫、
9時～17時

・小児科
・内科

休日夜間
急病センター

柏林台西町
2-1、
☎38-3700

・外科
・産婦人科

市内の
当番病院

問い合わせ
ください

12月29日㈭
～1月3日㈫、
9時～16時

・歯科 十勝歯科
保健センター

東7条南9丁目
15-3、
☎25-2172

日　程 診療科 医療機関 住所、電話

19時～21時

・内科
・小児科

市内の
当番病院

問い合わせ
ください

21時～
翌朝8時

休日夜間
急病センター

柏林台西町
2-1、
☎38-3700

燃 や す ご み
収集地区 最終日 開始日

月・木曜日収集地区 12月29日(木) 1月5日(木)

火・金曜日収集地区 12月30日(金) 1月6日(金)

資 源 ご み
収集地区 最終日 開始日

月曜日収集地区 12月26日(月) 1月9日(祝)

火曜日収集地区 12月27日(火) 1月10日(火)

水曜日収集地区 12月28日(水) 1月4日(水)

木曜日収集地区 12月29日(木) 1月5日(木)

金曜日収集地区 12月30日(金） 1月6日(金)

燃やさないごみ・有害ごみ
収集地区 最終日 開始日

燃やすごみが月・木曜日
収集地区の場合 12月28日(水) 1月11日(水)

燃やすごみが火・金曜日
収集地区の場合 12月21日(水) 1月4日(水)

夜間の診療

表　年末年始のごみ収集の最終日と開始日

　　その他
○�市営駐車場（中央・中央第２・駅南・駅
北地下）は平常通り利用できます。

◯�帯広競馬場は無休です。営業時間は問い
合わせください。（☎34・0825）

　　　　　　　各担当課問い合わせ
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イ
ベ
ン
ト

図
書
館
の
イ
ベ
ン
ト

百
年
記
念
館
の
イ
ベ
ン
ト

場
・
問
百
年
記
念
館
（
緑
ケ
丘
２
、
☎︎

24
・
５
３
５
２
）

◆
第
３
４
２
回
ロ
ビ
ー
コ
ン
サ
ー
ト　

「
帯
広
フ
ル
ー
ト
ア
ン
サ
ン
ブ
ル 

13
ｔ
ｈ

コ
ン
サ
ー
ト
」

日
12
月
４
日
㈰
、
18
時
〜
19
時
15
分

◆
第
３
４
３
回
ロ
ビ
ー
コ
ン
サ
ー
ト　

「
ア
ナ
ホ
ル
ン　

２
ｎ
ｄ
ラ
イ
ブ
」

日
12
月
18
日
㈰
、
18
時
〜
19
時
15
分

場
・
問
児
童
会
館
（
緑
ケ
丘
２
、
☎
24

・
２
４
３
４
）

◆
も
っ
く
ん
教
室

　

親
子
で
簡
単
な
工
作
を
す
る
。

さ
か
な
つ
り
ビ
ニ
ー
ル
袋
と
モ
ー
ル

を
使
っ
て
魚
釣
り
ゲ
ー
ム
を
作
る
。

ク
リ
ス
マ
ス
帽
子
色
画
用
紙
に
シ
ー

ル
を
貼
っ
て
、
三
角
帽
子
を
作
る
。

対
幼
児
と
保
護
者

日
①
12
月
７
日
㈬
、
②
21
日
㈬
、
い
ず

れ
も
10
時
〜
11
時
30
分

図
書
館
の
イ
ベ
ン
ト

児
童
会
館
の
イ
ベ
ン
ト

◆
親
と
子
の
エ
ン
ジ
ョ
イ
将
棋

対
小
・
中
学
生
と
保
護
者

日
12
月
10
日
㈯
、
10
時
〜
12
時

◆
第
３
回
星
空
の
コ
ン
サ
ー
ト

　

プ
ラ
ネ
タ
リ
ウ
ム
の
星
空
の
下
で
楽

器
演
奏
の
コ
ン
サ
ー
ト
を
行
う
。

日
12
月
10
日
㈯
、
18
時
30
分
〜
19
時
30

分申
12
月
１
日
㈭
〜
９
日
㈮
ま
で
に
、
児

童
会
館
へ
。

◆
親
子
囲
碁
入
門
教
室

対
小
・
中
学
生
と
保
護
者

日
12
月
11
日
㈰
、
10
時
〜
12
時

◆
星
の
観
察
会
「
オ
リ
オ
ン
座
と
う
さ

ぎ
座
を
み
よ
う
」

　

星
空
解
説
と
天
体
観
察
。
天
候
不
順

時
は
星
空
解
説
の
み
。

日
12
月
16
日
㈮
、
19
時
〜
20
時
30
分

◆
親
子
お
も
し
ろ
教
室
「
わ
な
げ
」

　

ト
イ
レ
ッ
ト
ペ
ー
パ
ー
の
芯
と
エ
ア

パ
ッ
キ
ン
グ
で
輪
投
げ
を
作
る
。

対
幼
児
、
小
・
中
学
生
と
保
護
者

日
12
月
17
日
㈯
、
９
時
30
分
〜
11
時
30

分◆
き
ら
き
ら
パ
ペ
ッ
ト
シ
ア
タ
ー

　

幼
児
か
ら
小
学
校
低
学
年
向
け
の
人

形
劇
。

日
12
月
17
日
㈯
、
14
時
〜
15
時

◆
親
子
科
学
実
験
教
室

　

十
勝
石
が
で
き
る
仕
組
み
を
学
び
、

十
勝
石
で
ペ
ー
パ
ー
ウ
エ
イ
ト
を
作
る
。

対
小
学
３
〜
６
年
生
と
保
護
者

日
12
月
18
日
㈰
、
①
13
時
30
分
〜
14
時

30
分
、
②
14
時
40
分
〜
15
時
40
分

◆
手
づ
く
り
乾
電
池
教
室

　

電
池
工
業
会
の
講
師
に
よ
る
、
手
作

り
乾
電
池
教
室
。

対
小
学
生
。
低
学
年
は
保
護
者
同
伴

日
１
月
９
日
㈷
、
①
10
時
〜
12
時
、
②

13
時
30
分
〜
15
時
30
分

定
各
先
着
20
人

申
12
月
１
日
㈭
〜
23
日
㈷
ま
で
に
、
児

童
会
館
へ
。

　

小
学
生
以
下
は
保
護
者
同
伴
。

場
・
申
・
問
11
月
25
日
㈮
〜
各
開
催
日

の
前
日
ま
で
に
、
電
話
で
帯
広
の
森
・

は
ぐ
く
ー
む
（
南
町
南
９
線
49
、
☎
66

・
６
２
０
０
）
へ
。

◆
グ
リ
ー
ン
ウ
ッ
ド
ワ
ー
ク
（
ク
リ
ス

マ
ス
飾
り
） 

　

森
で
間
伐
体
験
を
行
い
、
切
っ
た
木

で
ク
リ
ス
マ
ス
飾
り
を
作
る
。

日
12
月
11
日
㈰
、
９
時
30
分
〜
12
時

図
書
館
の
イ
ベ
ン
ト

帯
広
の
森
・
は
ぐ
く
ー
む
の

イ
ベ
ン
ト

定
先
着
15
人

◆
間
伐
と
門
松
作
り

　

森
で
間
伐
体
験
を
行
い
、
切
っ
た
シ

ラ
カ
バ
の
木
で
門
松
を
作
る
。

日
①
12
月
17
日
㈯
、
②
18
日
㈰
、
い
ず

れ
も
10
時
〜
12
時

定
各
先
着
15
人

費
３
０
０
円

図
書
館
の
イ
ベ
ン
ト

お
び
ひ
ろ
動
物
園 

冬
期
開
園

　

12
月
〜
翌
年
２
月
の
土
・
日
曜
日
、

祝
日
と
２
月
３
日
㈮
の
お
び
ひ
ろ
氷
ま

つ
り
開
催
日
は
冬
期
開
園
し
ま
す
。

（
12
月
29
日
〜
１
月
３
日
を
除
く
）
開

園
時
間
は
、
11
時
〜
14
時
。

場
・
問
動
物
園
（
緑
ケ
丘
２
、
☎
24
・

２
４
３
７
）

◆
写
真
展
「
ス
タ
ッ
フ
か
ら
見
た
動
物

た
ち
」

　

冬
期
開
園
期
間
中
に
、
動
物
園
の
職

員
が
撮
っ
た
動
物
た
ち
の
写
真
を
展

示
。
写
真
コ
ン
テ
ス
ト
も
実
施
。

図
書
館
の
イ
ベ
ン
ト

お
び
ｚズ

ー
ｏ
ｏ
ト
ー
ク
カ
フ
ェ

　
「
行
っ
て
き
ま
し
た
★
ア
フ
リ
カ
中

央
部
熱
帯
林
〜
見
て
き
た
こ
と
・
感
じ

て
き
た
こ
と
を
報
告
し
ま
す
！
〜
」
を

テ
ー
マ
に
飼
育
員
が
話
す
。

日
12
月
18
日
㈰
、
14
時
〜
15
時

定
先
着
30
人

場
・
申
・
問
12
月
１
日
㈭
〜
17
日
㈯
ま

で
に
、
電
話
で
動
物
園
（
緑
ケ
丘
２
、

☎
24
・
２
４
３
７
）
へ
。

図
書
館
の
イ
ベ
ン
ト

消
費
者
問
題
の

無
料
弁
護
士
相
談
会

日
12
月
16
日
㈮
、
13
時
30
分
〜
15
時
30

分
の
間
で
１
人
30
分
間

定
先
着
４
人

場
・
申
・
問
12
月
９
日
㈮
ま
で
に
、
帯

広
市
消
費
生
活
ア
ド
バ
イ
ス
セ
ン
タ
ー

（
西
４
南
13
、
と
か
ち
プ
ラ
ザ
内
、
☎

22
・
８
３
９
３
）
へ
。

担
当
課
安
心
安
全
推
進
課
（
市
庁
舎
３

階
、
☎
65
・
４
１
３
２
）

図
書
館
の
イ
ベ
ン
ト

「
第
６
回
畜
大
ふ
れ
あ
い
フ
ェ
ス

テ
ィ
バ
ル
」

　

帯
広
畜
産
大
学
や
管
内
高
校
な
ど
に

よ
る
、
科
学
実
験
な
ど
の
体
験
コ
ー
ナ

ー
や
開
発
商
品
の
試
食
、
研
究
成
果
の

発
表
や
ミ
ニ
コ
ン
サ
ー
ト
、
畜
大
グ
ッ

ズ
が
当
た
る
ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー
な
ど
、

子
ど
も
か
ら
大
人
ま
で
楽
し
め
る
盛
り

だ
く
さ
ん
の
イ
ベ
ン
ト
。

日
12
月
17
日
㈯
、
10
時
〜
15
時

場
と
か
ち
プ
ラ
ザ
（
西
４
南
13
）

問
帯
広
畜
産
大
学
研
究
支
援
課
（
稲
田

町
西
２
線
、
☎
49
・
５
７
７
６
）

担
当
課
生
涯
学
習
課
（
市
庁
舎
８
階
、

☎
65
・
４
１
９
２
）

図
書
館
の
イ
ベ
ン
ト

冬
の
平
和
展

問
市
民
活
動
推
進
課
（
市
庁
舎
３
階
、

☎
65
・
４
１
３
０
）

◆
平
和
の
作
品
展

　

帯
広
市
・
核
兵
器
廃
絶
平
和
都
市
宣

言
推
進
実
行
委
員
会
が
募
集
し
た
「
平

対＝対象　日＝日時　場＝場所　定＝定員　費＝費用　申＝申し込み

和
の
詩
・
絵
」
応
募
作
品
の
展
示
。

日
12
月
22
日
㈭
〜
28
日
㈬
、
８
時
45
分

〜
19
時
（
初
日
は
12
時
か
ら
、
最
終
日

は
15
時
ま
で
）

場
市
民
ホ
ー
ル
（
市
庁
舎
１
階
）

◆
冬
休
み
平
和
展

　
「
平
和
の
詩
」「
平
和
の
絵
」
優
秀
賞

作
品
と
原
爆
に
関
す
る
パ
ネ
ル
の
展
示
。

日
１
月
11
日
㈬
〜
17
日
㈫
、
10
時
〜
22

時
（
初
日
は
12
時
か
ら
、
最
終
日
は
15

時
ま
で
）

場
図
書
館
（
西
２
南
14
）

◆
２
０
１
７
平
和
カ
レ
ン
ダ
ー
の
配
布

　

12
月
上
旬
（
予
定
）
か
ら
平
和
の
詩

と
絵
の
優
秀
賞
作
品
を
掲
載
し
た
カ
レ

ン
ダ
ー
を
無
料
配
布
。
無
く
な
り
次
第

終
了
。

配
布
場
所
市
庁
舎
、大
正
・
川
西
支
所
、

コ
ミ
セ
ン
、
福
祉
セ
ン
タ
ー
、
と
か
ち

プ
ラ
ザ
、
図
書
館
、
保
健
福
祉
セ
ン
タ

ー
、
市
民
活
動
交
流
セ
ン
タ
ー
な
ど

講
座
・
教
室

　

地
場
産
の
牛
乳
を
使
っ
た
加
工
体
験
。

日
①
12
月
３
日
㈯
、
②
17
日
㈯
、
い
ず

れ
も
10
時
〜
16
時

定
各
先
着
10
人

費
３
０
０
０
円

場
・
申
・
問
①
12
月
１
日
㈭
、
②
15
日

㈭
ま
で
に
、
電
話
で
畜
産
物
加
工
研
修

セ
ン
タ
ー
（
八
千
代
町
西
４
線
、
☎
60

・
２
５
１
４
）
へ
。

　

ア
メ
リ
カ
出
身
の
国
際
交
流
員
が
、

帯
広
市
の
姉
妹
都
市
マ
デ
ィ
ソ
ン
市
が

あ
る
ア
メ
リ
カ
の
ウ
ィ
ス
コ
ン
シ
ン
州

で
よ
く
食
べ
ら
れ
る
チ
ー
ズ
料
理
な
ど

を
紹
介
す
る
料
理
教
室
。

図
書
館
の
イ
ベ
ン
ト

チ
ー
ズ
加
工
体
験
教
室

（
約
１
キ
ロ
グ
ラ
ム
）

図
書
館
の
イ
ベ
ン
ト

国
際
交
流
員
料
理
教
室
「
ア
メ
リ

カ
ン
ク
リ
ス
マ
ス
パ
ー
テ
ィ
ー
」

市役所代表
☎ 24・4111、F 23・0151
市役所本庁舎業務時間
月〜金曜日 8時45分〜17時30分
帯広市ホームページ
http://www.city.obihiro.hokkaido.jp/

　申し込み方法など、特に記載の
ないものは、参加無料ですので当
日会場へ直接お越しください。
　詳しい内容は、担当課へ問い合
わせください。（施設ごとに業務
時間が異なります）

往復はがきなど
「申込時の記載事項」

①イベント・教室名
　（希望する日時・曜日・コースなど）
②住所（郵便番号も）
③氏名（ふりがな）
④電話番号
⑤生年月日（スポーツの教室のみ）
⑥性別
⑦年齢（高校生以下は学校名・学年、
　年中 、年長なども）
⑧保護者氏名（小学生以下の場合）
⑨返送先（往復はがきの場合）
特に記載のない申し込みは、申込期限必着
で1人（組）1通。直接窓口で申し込む場
合は、返信用のはがきをお持ちください。

帯広市からの

お知らせ
12月

I n f o rm a t i o n



◆9 ◆ 広報おびひろ 平成28年12月号問＝問い合わせ　☎＝電話　Ｆ＝ＦＡＸ　 ＝Ｅメール　HP＝ホームページ

沖縄アドベンチャースクール わくわく無人島＆冬の海体験 離島で野外活動を行う。費用などは要問い合わせ。 対小学3年生〜中学3年生 日12月24
日（土）〜29日（木） 場沖縄県渡嘉敷島、ナガンヌ島 定先着25人 申・問12月2日（金）までに、電話で国際青少年研修協会（☎03・6417・9721）へ。

対
市
内
在
住
の
高
校
生
以
上

日
12
月
18
日
㈰
、
11
時
〜
13
時

定
先
着
12
人

費
５
０
０
円

場
・
申
・
問
12
月
１
日
㈭
〜
15
日
㈭
ま

で
に
、
森
の
交
流
館
・
十
勝
（
西
20
南

６
、
☎
34
・
０
１
２
２
）
へ
。

場
・
問
百
年
記
念
館
（
緑
ケ
丘
２
、
☎

24
・
５
３
５
２
）

◆
博
物
館
講
座
「
大
地
が
語
る
十
勝
の

自
然
史　

マ
ン
モ
ス
は
ど
こ
へ
消
え

た
？
〜
絶
滅
の
謎
〜
」

　

福
田
正
己
氏
（
元
北
海
道
大
学
低
温

科
学
研
究
所
所
長
）
が
、
最
終
氷
期
の

北
海
道
に
生
息
し
て
い
た
マ
ン
モ
ス
が

突
然
消
え
た
謎
に
つ
い
て
解
説
。

日
12
月
17
日
㈯
、
14
時
〜
16
時

◆
体
験
教
室
じ
ょ
う
も
ん
人
と
腕
く
ら

べ
「
ま
が
玉
作
り
」

　

古
代
人
の
定
番
ア
ク
セ
サ
リ
ー
ま
が

玉
の
解
説
と
、
ま
が
玉
作
り
体
験
。

日
12
月
23
日
㈷
、
10
時
〜
12
時

定
先
着
20
人

費
３
０
０
円

申
12
月
１
日
㈭
〜
20
日
㈫
ま
で
に
、
電

話
で
百
年
記
念
館
へ
。

図
書
館
の
イ
ベ
ン
ト

文
化
ホ
ー
ル
カ
ル
チ
ャ
ー
「
コ
コ
ロ
も

カ
ラ
ダ
も
リ
ラ
ッ
ク
ス
☆
ヨ
ガ
講
座
」

　

初
心
者
に
も
で
き
る
ヨ
ガ
教
室
。

対
市
内
在
住
の
18
歳
以
上

日
１
月
６
日
〜
２
月
24
日
の
金
曜
日
、

全
８
回
、
19
時
〜
20
時
30
分

定
先
着
15
人

費
４
回
券
２
４
０
０
円
、
８
回
券
４
０

０
０
円

場
・
申
・
問
11
月
25
日
㈮
〜
翌
年
１
月

５
日
㈭
ま
で
に
、
電
話
で
市
民
文
化
ホ

ー
ル
（
西
５
南
11
、☎
23
・
８
１
１
１
）

へ
。 図

書
館
の
イ
ベ
ン
ト

百
年
記
念
館
の
講
座
・
教
室

場
・
申
・
問
各
申
込
期
限
ま
で
に
、
往

復
は
が
き
に
「
申
込
時
の
記
載
事
項
」

（
８
頁
）
を
書
い
て
、
帯
広
の
森
市
民

農
園
サ
ラ
ダ
館
（
〒

080
・

2472
西
22
条
南

６
丁
目
６
、
☎
36
・
８
０
９
５
）
へ
。

◆
パ
ン
と
ケ
ー
キ
作
り
教
室

日
12
月
16
日
㈮
、
１
月
20
日
㈮
、
２
月

17
日
㈮
、
全
３
回
、
10
時
〜
12
時
30
分

定
先
着
20
人

費
６
４
８
０
円

申
込
期
限
12
月
９
日
㈮

◆
冬
休
み
親
子
草
木
染
め
教
室

日
１
月
７
日
㈯
、
10
時
〜
11
時

定
先
着
10
組

費
１
５
０
０
円

申
込
期
限
12
月
22
日
㈭

◆
冬
休
み
親
子
押
し
花
教
室

日
１
月
７
日
㈯
、
10
時
〜
11
時

定
先
着
10
組

費
１
５
０
０
円

申
込
期
限
12
月
22
日
㈭

◆
冬
休
み
親
子
フ
ェ
ル
ト
教
室

日
１
月
８
日
㈰
、
10
時
〜
12
時

定
先
着
10
組

費
１
５
０
０
円

申
込
期
限
12
月
22
日
㈭

図
書
館
の
イ
ベ
ン
ト

な
ぜ
？
ど
う
し
て
？
ど
う
ぶ
つ

謎
ナ
ゾ
講
座

　

帯
広
畜
産
大
学
の
先
生
か
ら
動
物
の

話
を
聞
い
た
後
、図
書
館
の
資
料
を
使

っ
て
調
べ
学
習
を
す
る
。

対
小
学
生

日
１
月
13
日
㈮
、
13
時
30
分
〜
15
時
30

分定
先
着
20
人

場
・
申
・
問
12
月
17
日
㈯
〜
翌
年
１
月

９
日
㈷
ま
で
に
、図
書
館（
西
２
南
14
、

☎
22
・
４
７
０
０
）
へ
。

図
書
館
の
イ
ベ
ン
ト

帯
広
の
森
市
民
農
園

サ
ラ
ダ
館
の
講
習
・
教
室

　

午
前
は
飼
育
作
業
体
験
、
午
後
は
ゲ

ー
ム
を
通
じ
て
、
水
鳥
の
適
応
に
つ
い

て
学
ぶ
。

対
小
学
４
〜
６
年
生

日
１
月
21
日
㈯
、
10
時
〜
15
時

定
抽
選
12
人

場
・
申
・
問
12
月
22
日
㈭
〜
翌
年
１
月

５
日
㈭
ま
で
に
、
官
製
は
が
き
に
「
申

込
時
の
記
載
事
項
」（
８
頁
）
を
書
い

て
動
物
園（
〒

080
・

0846
緑
ケ
丘
２
番
地
、

☎
24
・
２
４
３
７
）
へ
。 

当
選
者
に

は
別
途
通
知
す
る
。

　

楽
し
く
分
か
り
や
す
い
パ
ソ
コ
ン
２

月
講
座
。
各
講
座
、
全
５
回
。

対
高
校
生
以
上

日
２
月
１
日
〜
16
日
の
各
曜
日
、
▽
午

前
の
部
10
時
〜
12
時
▽
午
後
の
部
13
時

30
分
〜
15
時
30
分
▽
夜
間
の
部
18
時
30

分
〜
20
時
30
分

講　座　名 日　程

暮らしに役立つワード2013基礎 毎
週
火
・
木

午前

楽しいエクセル③ 午後

仕事に役立つワード・エクセル基礎 夜間

暮らしに役立つエクセル2013基礎 毎
週
水
・
金

午前

楽しいワード③ 午後

就職や進学にも！
資格・スキルアップ エクセル② 夜間

定
各
先
着
20
人

費
４
０
０
０
円
（
テ
キ
ス
ト
代
別
途
）

場
・
申
・
問
12
月
２
日
㈮
〜
翌
年
１
月

20
日
㈮
ま
で
に
、
直
接
と
か
ち
プ
ラ
ザ

（
西
４
南
13
、☎
22
・
７
８
９
０
）
へ
。

図
書
館
の
イ
ベ
ン
ト

小
学
生
の
１
日
飼
育
係

図
書
館
の
イ
ベ
ン
ト

プ
ラ
ザ
・
エ
ン
ジ
ョ
イ
ス
ク
ー
ル

パ
ソ
コ
ン
講
座

　

普
段
は
入
れ
な
い
場
所
の
探
検
ツ
ア

ー
の
後
、
調
理
体
験
室
で
人
気
の
新
メ

ニ
ュ
ー
「
ひ
き
肉
ご
ま
じ
ゃ
が
」
な
ど

を
作
る
。

対
市
内
在
住
の
小
学
４
年
生
〜
中
学
３

年
生
と
保
護
者

日
12
月
26
日
㈪
、
９
時
〜
13
時

定
先
着
12
組

費
１
人
３
０
０
円

場
・
申
・
問
12
月
１
日
㈭
〜
16
日
㈮
ま

で
に
、
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
（
南
町
南

８
線
42

－

３
、☎
49
・
１
９
０
０
）
へ
。大釜で混ぜてみよう

　

継
続
研
修
会
を
受
講
す
る
と
、
次
の

資
格
が
５
年
間
継
続
。

場
グ
リ
ー
ン
プ
ラ
ザ
（
公
園
東
町
３
）

定
各
先
着
30
人

費
各
１
０
０
０
円

申
・
問
各
申
込
期
間
に
、
各
研
修
会
の

認
定
証
を
持
っ
て
、
直
接
社
会
課
（
市

庁
舎
２
階
、
☎
65
・
４
１
４
６
）
へ
。

◆
赤
十
字
救
急
法
救
急
員

対
赤
十
字
救
急
法
救
急
員
の
資
格
を
取

得
し
て
か
ら
２
年
以
上
経
過
し
、
有
効

期
限
を
迎
え
て
い
な
い
人

日
１
月
21
日
㈯
、
９
時
〜
13
時
30
分

申
込
期
間
12
月
21
日
㈬
〜
翌
年
１
月
20

日
㈮ 図

書
館
の
イ
ベ
ン
ト

セ
ン
タ
ー
探
検
ツ
ア
ー
付
き
！

冬
休
み
「
親
子
で
給
食
づ
く
り
」

図
書
館
の
イ
ベ
ン
ト

赤
十
字
資
格
継
続
研
修
会

◆
赤
十
字
水
上
安
全
法
救
助
員
Ⅰ

対
赤
十
字
水
上
安
全
法
救
助
員
Ⅰ
の
資

格
を
取
得
し
て
か
ら
２
年
以
上
経
過
し
、

有
効
期
限
を
迎
え
て
い
な
い
人

日
１
月
29
日
㈰
、
９
時
〜
13
時

申
込
期
間
12
月
26
日
㈪
〜
翌
年
１
月
27

日
㈮

　

出
血
時
の
止
血
法
や
心
臓
停
止
、
呼

吸
停
止
時
の
救
命
手
当
て
、
Ａ
Ｅ
Ｄ
の

使
い
方
な
ど
心
肺
蘇
生
法
を
習
得
す
る
。

日
・
場
①
１
月
９
日
㈷
、消
防
庁
舎（
西

６
南
６
）、
②
19
日
㈭
、
南
出
張
所
（
西

17
南
41
）、
い
ず
れ
も
13
時
30
分
〜
16

時
30
分

定
①
先
着
50
人
、
②
先
着
30
人

費
５
０
０
円

申
・
問
①
は
12
月
３
日
㈯
〜
翌
年
１
月

２
日

ま
で
、
②
は
12
月
13
日
㈫
〜
翌

年
１
月
12
日
㈭
ま
で
に
、
帯
広
消
防
署

救
急
課
（
西
６
南
６
、
☎
26
・
９
１
３

１
）
へ
。

対
15
歳
以
上
（
第
42
、
43
集
を
除
く
）

場
と
か
ち
プ
ラ
ザ
（
西
４
南
13
）

申
・
問
各
申
込
期
限
ま
で
に
、
生
涯
学

習
課
（
市
庁
舎
８
階
、
☎
65
・
４
１
９

２
）
へ
。

◆
第
41
集
「
発
達
障
が
い
・
子
ど
も
か

ら
大
人
ま
で
〜
そ
の
理
解
と
支
援
を
考

え
る
〜
」

　

大
澤
奈
緒
美
氏
（
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
放
課

後
生
活
支
援
セ
ン
タ
ー
わ
い
わ
い
ク
ラ

ブ
理
事
長
）
を
講
師
に
、
子
ど
も
と
大

人
の
発
達
障
害
に
理
解
を
深
め
、
具
体

的
な
支
援
に
つ
い
て
考
え
る
。
未
就
学

児
（
２
歳
以
上
）
の
託
児
希
望
者
は
11

月
30
日
㈬
ま
で
に
申
し
込
み
。

日
12
月
７
日
㈬
、
９
日
㈮
、
全
２
回
、

図
書
館
の
イ
ベ
ン
ト

普
通
救
命
講
習

図
書
館
の
イ
ベ
ン
ト

市
民
大
学
講
座

18
時
30
分
〜
20
時

定
先
着
50
人

申
込
期
限
12
月
６
日
㈫

◆
第
42
集
「
畜
大
ふ
れ
あ
い
フ
ェ
ス
テ

ィ
バ
ル
基
調
講
演
『
み
ん
な
の
帯
広
畜

産
大
学
』」

　

奥
田
潔
氏
（
帯
広
畜
産
大
学
学
長
）

を
講
師
に
、
帯
広
畜
産
大
学
の
最
近
の

取
り
組
み
や
地
域
と
の
関
わ
り
を
通
じ

て
、
日
本
一
ユ
ニ
ー
ク
な
大
学
「
帯
広

畜
産
大
学
」が
目
指
す
姿
を
紹
介
す
る
。

申
し
込
み
不
要
。

日
12
月
17
日
㈯
、
10
時
〜
11
時

定
先
着
１
０
０
人

◆
第
43
集
「
畜
大
ふ
れ
あ
い
フ
ェ
ス

テ
ィ
バ
ル
『
馬
に
し
か
で
き
な
い
こ

と
！
』」

　

南
保
泰
雄
氏（
帯
広
畜
産
大
学
教
授
）

を
講
師
に
、馬
の
体
の
特
徴
を
通
じ
て
、

馬
に
し
か
で
き
な
い
仕
事
、
社
会
の
中

の
馬
の
役
割
に
つ
い
て
紹
介
す
る
。
申

し
込
み
不
要
。

日
12
月
17
日
㈯
、13
時
10
分
〜
14
時
10
分

定
先
着
１
０
０
人

◆
第
44
集
「
親
子
で
楽
し
く
学
ぶ
ア
ン

ガ
ー
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
〜
イ
ラ
イ
ラ
を
ハ

ッ
ピ
ー
に
変
え
る
テ
ク
ニ
ッ
ク
〜
」

　

長
縄
史
子
氏
（
日
本
ア
ン
ガ
ー
マ
ネ

ジ
メ
ン
ト
協
会
認
定
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
プ

ロ
フ
ェ
ッ
シ
ョ
ナ
ル
）
を
講
師
に
、
親

子
で
よ
り
良
い
関
係
を
築
く
た
め
、
お

互
い
が
怒
り
や
イ
ラ
イ
ラ
に
振
り
回
さ

れ
ず
感
情
を
上
手
に
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
す

る
方
法
を
、
児
童
（
5
歳
以
上
）
と
一

緒
に
ワ
ー
ク
ブ
ッ
ク
を
用
い
て
ゲ
ー
ム

を
交
え
な
が
ら
学
ぶ
。
未
就
学
児
の
託

児
希
望
者
は
12
月
21
日
㈬
ま
で
に
申
し

込
み
。

日
12
月
28
日
㈬
、
翌
年
1
月
６
日
㈮
、

11
日
㈬
、
全
3
回
、
10
時
〜
11
時
30
分

定
先
着
50
人

費
７
０
０
円

申
込
期
限
12
月
27
日
㈫
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健
康
・
福
祉

図
書
館
の
イ
ベ
ン
ト

子
育
て
支
援
課
か
ら
の

お
知
ら
せ

場
・
問
子
育
て
支
援
課
（
東
８
南
13
、

保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
内
、
☎
25
・
９
７

２
２
）

◆
乳
幼
児
健
診
の
お
知
ら
せ

　

対
象
日
は
個
別
通
知
を
確
認
。
受
け

付
け
は
12
時
20
分
〜
13
時
15
分

・
５
カ
月
児
健
診
と
Ｂ
Ｃ
Ｇ
接
種

　

健
診
に
来
ら
れ
な
く
て
も
希
望
者
に

は
、
絵
本
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
。
詳
細
は
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

対
平
成
28
年
６
月
生
ま
れ

日
12
月
７
日
㈬
、
13
日
㈫
、
20
日
㈫

・
１
歳
６
カ
月
児
健
診

対
平
成
27
年
５
月
生
ま
れ

日
12
月
１
日
㈭
、
６
日
㈫
、
14
日
㈬

・
３
歳
児
健
診

対
平
成
25
年
11
月
生
ま
れ

日
12
月
８
日
㈭
、
15
日
㈭
、
21
日
㈬

◆
ほ
ん
わ
か
フ
ァ
ミ
リ
ー
教
室

　

妊
娠
中
の
栄
養
の
お
話
、
赤
ち
ゃ
ん

を
お
風
呂
に
入
れ
る
練
習
、
パ
パ
の
妊

婦
体
験
な
ど
、
出
産
・
育
児
を
学
ぶ
。

対
５
月
に
初
出
産
予
定
の
夫
婦

日
１
月
15
日
㈰
、
13
時
〜
15
時
30
分

申
12
月
12
日
㈪
〜
翌
年
１
月
11
日
㈬
ま

で
に
、
電
話
で
子
育
て
支
援
課
へ
。

　
「
バ
ラ
ン
ス
の
良
い
食
事
」
の
講
話

と
家
庭
で
も
で
き
る
体
操
や
ス
ト
レ
ッ

チ
を
行
う
。

対
市
内
在
住
の
18
歳
以
上

図
書
館
の
イ
ベ
ン
ト

か
ら
だ
ス
ッ
キ
リ
講
座

日
12
月
19
日
㈪
、
10
時
〜
11
時
30
分

定
先
着
40
人

場
・
申
・
問
12
月
15
日
㈭
ま
で
に
、
健

康
推
進
課
（
東
８
南
13
、
保
健
福
祉
セ

ン
タ
ー
内
、
☎
25
・
９
７
２
１
）
へ
。

問
高
齢
者
福
祉
課
（
市
庁
舎
２
階
、
☎ 

65 

・
４
１
４
５
）

◆
認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ

プ
講
座

　

村
川
理
恵
子
氏
（
北
海
道
認
知
症
介

護
指
導
者
）、
嶋
崎
秀
司
氏
（
花
園
町

内
会
長
）
を
講
師
に
、
認
知
症
の
人
へ

の
具
体
的
な
対
応
や
地
域
の
活
動
を
学

ぶ
。

対
過
去
に
認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
講

座
を
受
講
し
た
人

図
書
館
の
イ
ベ
ン
ト

高
齢
者
福
祉
課
か
ら
の
お
知
ら
せ

対＝対象　日＝日時　場＝場所　定＝定員　費＝費用　申＝申し込み

司法書士無料法律相談会（予約制）　相続、登記、成年後見、多重債務などの相談に応じます。　日12月20日（火）、１月24日（火）、いずれも18時〜
20時　場とかちプラザ（西４南13）　申・問各開催日の５日前までに、電話で釧路司法書士会司法書士総合相談センター（ 0800・800・3946）へ。

日
12
月
14
日
㈬
、
13
時
〜
15
時

場
市
庁
舎

定
先
着
70
人

申
12
月
１
日
㈭
〜
12
日
㈪
ま
で
に
、
高

齢
者
福
祉
課
へ
。

◆
認
知
症
・
家
族
の
集
い
「
茶
話
会
」

　

認
知
症
の
人
を
介
護
し
て
い
る
家
族

の
交
流
会
。
介
護
を
終
え
た
人
や
、
認

知
症
の
人
と
一
緒
の
参
加
も
可
能
。
手

伝
い
が
必
要
な
場
合
は
連
絡
く
だ
さ
い
。

日
12
月
22
日
㈭
、
13
時
30
分
〜
15
時

場
グ
リ
ー
ン
プ
ラ
ザ
（
公
園
東
町
３
）

費
１
０
０
円

◆
認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
講
座

　

認
知
症
の
症
状
や
認
知
症
の
人
と
の

接
し
方
な
ど
を
学
び
、
認
知
症
の
人
を

地
域
で
見
守
る
応
援
者
を
養
成
す
る
。

日
１
月
19
日
㈭
、
18
時
30
分
〜
20
時
30

分場
市
庁
舎

申
12
月
19
日
㈪
〜
翌
年
１
月
18
日
㈬
ま

で
に
、
高
齢
者
福
祉
課
へ
。

場
・
問
障
害
者
生
活
支
援
セ
ン
タ
ー

（
東
８
南
13
、
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
内
、

☎
25
・
９
７
０
１
、Ｆ
25
・
９
７
０
３
）

◆
障
害
者
の
作
品
・
川
柳
展
示
会

日
１
月
10
日
㈫
〜
19
日
㈭
、
８
時
45
分

〜
17
時
30
分

◆
展
示
会
の
作
品
・
川
柳
募
集

　

市
内
在
住
の
障
害
の
あ
る
人
が
制
作

し
た
絵
画
や
手
芸
な
ど
の
作
品
や
川
柳

を
、
１
人
３
点
ま
で
募
集
。

申
12
月
５
日
㈪
〜
16
日
㈮
ま
で
に
、
直

接
障
害
者
生
活
支
援
セ
ン
タ
ー
へ
。

ス
ポ
ー
ツ

図
書
館
の
イ
ベ
ン
ト

森
の
ク
ロ
ス
カ
ン
ト
リ
ー
ス
キ
ー

初
心
者
講
習
会

　

帯
広
の
森
ク
ロ
ス
カ
ン
ト
リ
ー
ス
キ

図
書
館
の
イ
ベ
ン
ト

障
害
者
生
活
支
援
セ
ン
タ
ー

か
ら
の
お
知
ら
せ

ー
コ
ー
ス
を
滑
る
、
初
心
者
・
高
齢

者
・
障
害
者
向
け
の
講
習
会
。
数
量
限

定
で
ス
キ
ー
の
貸
し
出
し
あ
り
。

対
小
学
生
以
上

日
１
月
８
日
㈰
、
８
時
45
分
〜
16
時

場
帯
広
の
森
・
は
ぐ
く
ー
む
（
南
町
南

９
線
49
）

定
先
着
50
人

申
・
問
12
月
１
日
㈭
〜
22
日
㈭
ま
で

に
、ス
ポ
ー
ツ
振
興
室
（
市
庁
舎
８
階
、

☎
65
・
４
２
１
０
）
へ
。

対
幼
稚
園
・
保
育
所
の
年
中
・
年
長
に

当
た
る
幼
児

日
１
月
30
日
㈪
、
２
月
６
日
㈪
、
全
２

回
、
15
時
30
分
〜
16
時
30
分

場
総
合
体
育
館
（
大
通
北
１
）

定
抽
選
30
人

場
・
申
・
問
１
月
13
日
㈮
ま
で
に
、
往

復
は
が
き
に
「
申
込
時
の
記
載
事
項
」

（
８
頁
）
を
書
い
て
、
帯
広
の
森
野
球

場
（
〒

080
・

0856
南
町
南
７
線
56
番
地
、

帯
広
の
森
運
動
公
園
内
、
☎
48
・
８
３

３
８
）
へ
。

費
各
３
０
０
０
円

場
・
申
・
問
１
月
10
日
㈫
ま
で
に
、
往

復
は
が
き
に
「
申
込
時
の
記
載
事
項
」

（
８
頁
）
を
書
い
て
、
帯
広
の
森
市
民

プ
ー
ル
（
〒

080
・

0856
南
町
南
７
線
56
番

地
、
帯
広
の
森
運
動
公
園
内
、
☎
47
・

３
６
３
０
）
へ
。

◆
お
や
こ
水
泳
教
室
（
５
回
目
）

　

親
子
で
プ
ー
ル
に
入
り
、
水
遊
び
を

通
し
て
楽
し
み
な
が
ら
水
に
慣
れ
る
。

対
市
内
在
住
の
２
〜
４
歳
児
と
保
護
者

日
１
月
30
日
〜
３
月
６
日
の
月
曜
日
、

全
６
回
、
10
時
〜
10
時
50
分

定
抽
選
20
組

図
書
館
の
イ
ベ
ン
ト

キ
ッ
ズ
ス
ポ
ー
ツ
教
室
～
年
中
・

年
長
～

図
書
館
の
イ
ベ
ン
ト

帯
広
の
森
市
民
プ
ー
ル
か
ら
の

お
知
ら
せ

◆
幼
児
水
泳
教
室
（
５
回
目
）

　

水
遊
び
か
ら
水
泳
の
基
礎
を
習
う
。

対
市
内
在
住
の
年
中
・
年
長
児
に
当
た

る
幼
児

日
１
月
30
日
〜
３
月
６
日
の
月
曜
日
、

全
６
回
▽
Ａ
コ
ー
ス
15
時
〜
15
時
50
分

▽
Ｂ
コ
ー
ス
16
時
〜
16
時
50
分

定
各
コ
ー
ス
抽
選
30
人

　

み
ん
な
で
走
っ
た
り
ゲ
ー
ム
な
ど
を

し
て
、
基
礎
体
力
の
向
上
と
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
を
養
う
連
続
教
室
。

対
市
内
在
住
の
小
学
１
〜
３
年
生

日
１
月
４
日
㈬
〜
７
日
㈯
、
全
４
回
、

10
時
〜
11
時
30
分

定
抽
選
20
人

費
２
０
０
０
円

場
・
申
・
問
12
月
21
日
㈬（
消
印
有
効
）

ま
で
に
、
往
復
は
が
き
に
「
申
込
時
の

記
載
事
項
」（
８
頁
）
を
書
い
て
、
総

合
体
育
館
（
〒

080
・

0030
大
通
北
１
丁
目

１
、
☎
22
・
７
８
２
８
）
へ
。

募
　
　
集

　

１
月
20
日
㈮
か
ら
開
催
す
る
、
郷
土

美
術
展
の
作
品
を
募
集
。

対
十
勝
管
内
在
住
の
19
歳
以
上

募
集
作
品
絵
画
（
油
彩
・
水
彩
・
パ
ス

テ
ル
画
・
ア
ク
リ
ル
画
・
水
墨
画
・
版

画
・
Ｃ
Ｇ
）、
彫
刻
、
工
芸
（
陶
芸
・

七
宝
・
染
色
）
な
ど
で
、
過
去
１
年
以

内
に
制
作
し
た
も
の
。
号
数
は
50
号
ま

で
。
応
募
は
１
人
１
点
。

申
・
問
12
月
25
日
㈰
ま
で
に
、
封
筒
に

「
郷
土
美
術
展
申
し
込
み
」
と
朱
書
き

し
て
、
百
年
記
念
館
な
ど
で
配
布
の
申

込
用
紙
を
同
封
し
、
直
接
ま
た
は
郵
送

で
百
年
記
念
館
（
〒

080
・

0846
緑
ケ
丘
２

図
書
館
の
イ
ベ
ン
ト

冬
休
み
元
気
ア
ッ
プ
教
室

図
書
館
の
イ
ベ
ン
ト

第
35
回
郷
土
美
術
展
の
作
品
を

募
集

市庁舎で「高齢者バス無料乗車証」を随時交付しています
　70 歳以上でバスを利用する人に随時交付しています。交付料は 500 円です。
健康保険証など身分証明証と印鑑を持ってお越しください。
場・問高齢者福祉課（市庁舎 2 階、☎︎ 65・4145）
日毎週月〜金曜日、9 時 30 分〜 16 時 30 分（祝日、年末年始を除く）

高齢者いきいきふれあい館

「まちなか」
帯広信金ビル（西２南７）

問高齢者福祉課（市庁舎 2 階、☎︎ 65・4145）
　高齢者がまちなかへ出掛け、運動や文化活動などを通じて、同世代と交
流するための施設「まちなか」がオープン。1 階のカフェは語らいや休憩に、
2 階の活動スペースでは軽運動などが行えます。誰でも利用できるので、気
軽にお立ち寄りください。
日毎週月〜金曜日、10 時〜 15 時

（祝日、年末年始を除く）

 「まちなか」で行う介護予防運動をしましょう  〜直接会場にお越しください〜

12月1日（木）
オープン

高齢者いきいきふれあい館 「まちなか」
商工中金

帯広信金
本店

商工中金

農協連

帯広信金
本店

北
見
信
金

西
２
条

西
３
条

中
央
公
園

藤丸

名　　称 運動の種類 実施日時
ディスコン 小さな円盤を使うゲーム 第 1・3 木曜日、13 時～ 15 時
ふまねっと 網を踏まずに歩行 毎週木曜日、10 時～ 12 時
メンズふまねっと 男性向けのふまねっと 最終月曜日、13 時～ 15 時
笑いヨガ・健康体操 笑うことを活用した体操 第 2･4 木曜日、13 時～ 15 時
認知症予防コグニサイズ 脳を活性化する運動 第 2 金曜日、10 時～ 12 時



◆11 ◆ 広報おびひろ 平成28年12月号問＝問い合わせ　☎＝電話　Ｆ＝ＦＡＸ　 ＝Ｅメール　HP＝ホームページ

リラクゼーション室のお知らせ　リラクゼーション室の開室時間は、毎週、月・金曜日、13時〜17時（一般開放、16時30分までに入室）、火曜日、
18時〜20時（予約制）です。12月23日（祝）、30日（金）は休みです。問健康推進課（東８南13、保健福祉センター内、☎25・9721）

番
地
、
☎
24
・
５
３
５
２
）
へ
。

　

冬
休
み
中
に
親
子
で
同
じ
本
を
小
学

生
５
冊
・
中
学
生
３
冊
以
上
読
み
、「
家

読
ノ
ー
ト
」
に
そ
れ
ぞ
れ
の
感
想
を
書

い
て
図
書
館
に
提
出
。
抽
選
で
景
品
を

贈
呈
。
家
読
ノ
ー
ト
は
、
各
学
校
の
図

書
室
と
図
書
館
に
設
置
す
る
ほ
か
、
図

書
館
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
も
掲
載
。

対
市
内
の
小
・
中
学
生

申
・
問
１
月
29
日
㈰
ま
で
に
、
図
書
館

（
西
２
南
14
、☎
22
・
４
７
０
０
）
へ
。

　

放
送
大
学
は
、
テ
レ
ビ
や
ラ
ジ
オ
放

送
で
学
ぶ
通
信
制
の
大
学
で
す
。
と
か

ち
プ
ラ
ザ
で
授
業
を
視
聴
で
き
る
ほ

か
、
授
業
の
ビ
デ
オ
や
Ｄ
Ｖ
Ｄ
な
ど
を

借
り
て
、
自
分
の
時
間
に
合
わ
せ
て
学

習
で
き
ま
す
。

申
12
月
１
日
㈭
〜
翌
年
３
月
20
日
㈷
ま

で
に
、
願
書
を
放
送
大
学
本
部
（
〒

261

・
8586
千
葉
市
美
浜
区
若
葉
２
丁
目
11
番

地
、☎
０
４
３
・
２
７
６
・
５
１
１
１
）

へ
。
募
集
要
項
は
と
か
ち
プ
ラ
ザ
（
西

図
書
館
の
イ
ベ
ン
ト

家う
ち

読ど
く

に
チ
ャ
レ
ン
ジ
！
２
０
１
６

図
書
館
の
イ
ベ
ン
ト

放
送
大
学
４
月
入
学
生
の
募
集

４
南
13
）、総
合
案
内
（
市
庁
舎
１
階
）、

コ
ミ
セ
ン
で
配
布
。

問
生
涯
学
習
課
（
市
庁
舎
８
階
、
☎
65

・
４
１
９
２
）、
放
送
大
学
北
海
道
学

習
セ
ン
タ
ー
（
☎
０
１
１
・
７
３
６
・

６
３
１
８
）

　

詳
細
は
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

募集区分 応募資格 申込期間 試験日

高等工科学
校生徒

平成 29 年
4 月 1 日現在
15 歳以上
17 歳未満の男子

1 月 6 日㈮
まで 1月21日㈯

防衛大学校
学生

平成 29 年
4 月 1 日現在
高卒（見込含む）
21 歳未満の人

1月21日㈯
〜 27 日㈮

1 次
3 月 3 日㈮

2 次
3月17日㈮

入隊時期　平成 29 年４月上旬

申
各
申
込
期
間
に
、
自
衛
隊
帯
広
募
集

案
内
所
（
西
５
南
14
、
☎
23
・
８
７
１

８)

へ
。

担
当
課
総
務
課
（
市
庁
舎
５
階
、
☎
65

・
４
１
０
０
）

図
書
館
の
イ
ベ
ン
ト

自
衛
官
各
種
学
生
を
募
集

ビ
ジ
ネ
ス

　

市
な
ど
が
発
注
す
る
工
事
や
物
品
の

売
買
、
業
務
委
託
な
ど
の
入
札
や
見
積

合
わ
せ
に
参
加
を
希
望
す
る
事
業
者
を

受
け
付
け
。
申
請
要
領
、
申
請
書
類
は

11
月
下
旬
か
ら
契
約
管
財
課
で
配
布
。

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
印
刷
可
能
。

登
録
期
間
平
成
29
年
４
月
１
日
〜
平
成

31
年
３
月
31
日
の
２
年
間

登
録
団
体
帯
広
市
に
申
請
す
る
こ
と

で
、
帯
広
市
、
帯
広
市
上
下
水
道
部
、

十
勝
環
境
複
合
事
務
組
合
、
十
勝
圏
複

合
事
務
組
合
、
十
勝
中
部
広
域
水
道
企

業
団
、
と
か
ち
広
域
消
防
事
務
組
合
の

６
団
体
に
登
録
。

受
付
期
間
郵
便
申
請
は
12
月
12
日
㈪
〜

28
日
㈬
（
消
印
有
効
）、
持
参
申
請
は

１
月
16
日
㈪
〜
31
日
㈫
、
９
時
〜
11
時

30
分
、
13
時
〜
16
時
（
土
・
日
曜
日
を

除
く
）に
市
庁
舎
10
階
第
２
会
議
室
へ
。

申
・
問
契
約
管
財
課
（
〒

080
・

8670
西
５

条
南
７
丁
目
１
、
市
庁
舎
５
階
、
☎
65

・
４
１
１
４
）
へ
。

　

会
社
や
個
人
で
事
業（
不
動
産
賃
貸
、

商
店
、
工
場
、
農
業
な
ど
）
の
た
め
に

使
用
し
て
い
る
資
産
の
こ
と
を
償
却
資

産
と
い
い
ま
す
。
償
却
資
産
の
所
有
者

は
、
１
月
１
日
現
在
の
所
有
状
況
を
１

月
31
日
㈫
ま
で
に
申
告
し
て
く
だ
さ
い
。

　

申
告
書
は
資
産
税
課
で
配
布
。
詳
細

は
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

対
象
資
産
構
築
物
、
機
械
・
装
置
、
工

具
・
器
具
備
品
な
ど

問
資
産
税
課
（
市
庁
舎
２
階
、
☎
65
・

４
１
２
４
）

図
書
館
の
イ
ベ
ン
ト

平
成
29
・
30
年
度
競
争
入
札
参
加

資
格
審
査
申
請
を
受
け
付
け

図
書
館
の
イ
ベ
ン
ト

償
却
資
産
の
申
告
を
お
忘
れ
な
く

案
　
　
内

　

開
催
中
は
会
議
を
傍
聴
で
き
ま
す
。

事
前
申
し
込
み
で
、
幼
児
の
一
時
預
か

り
、
手
話
通
訳
者
の
派
遣
、
携
帯
型
補

聴
器
誘
導
シ
ス
テ
ム
が
利
用
で
き
ま
す
。

　

ま
た
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
生
中

継
映
像
を
見
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
日

程
は
変
更
に
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

日　　時 会議など

12月1日㈭ 13時〜 本会議（初日）

12月７日㈬ 10時〜 本会議
（一般質問予備日）

12月８日㈭、９日㈮、
12日㈪、13日㈫ 各10時〜 本会議（一般質問）

12月14日㈬ 10時〜 議案審査特別委員会

12月16日㈮ 13時〜 本会議（最終日）

場
市
庁
舎
議
会
棟
４
階

問
議
会
事
務
局
総
務
課
（
市
庁
舎
議
会

棟
２
階
、
☎
65
・
４
２
２
１
）

　

平
成
29
年
１
月
１
日
か
ら
、
雇
用
保

険
の
適
用
が
拡
大
さ
れ
ま
す
。

▽
65
歳
以
上
の
人
も
雇
用
保
険
を
適
用

（
条
件
あ
り
）
▽
65
歳
以
上
の
被
保
険

者
も
教
育
訓
練
給
付
金
や
介
護
休
業
給

付
金
等
の
支
給
対
象
▽
育
児
休
業
・
介

護
休
業
給
付
金
の
要
件
が
見
直
し

　

詳
細
は
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
帯
広
に
問
い

合
わ
せ
る
か
、
厚
生
労
働
省
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

問
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
帯
広
（
西
５
南
５
、

☎
23
・
８
２
９
６
）

担
当
課
工
業
労
政
課
（
市
庁
舎
７
階
、

図
書
館
の
イ
ベ
ン
ト

平
成
28
年
第
４
回

帯
広
市
議
会
定
例
会

図
書
館
の
イ
ベ
ン
ト

雇
用
保
険
の
適
用
拡
大
な
ど
の

お
知
ら
せ

☎
65
・
４
１
６
８
）

　

日
本
国
籍
の
人
が
海
外
へ
転
出
し
た

と
き
は
、
国
民
年
金
に
任
意
加
入
で
き

ま
す
。
保
険
料
を
納
め
る
こ
と
で
、
受

給
要
件
を
満
た
し
た
場
合
、
保
険
料
納

付
済
期
間
に
応
じ
た
老
齢
基
礎
年
金
を

受
け
取
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
ま
た
、

海
外
在
住
期
間
に
死
亡
し
た
と
き
や
病

気
や
け
が
で
障
害
が
残
っ
た
と
き
に
遺

族
基
礎
年
金
や
障
害
基
礎
年
金
を
受
給

で
き
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　

保
険
料
は
、
日
本
国
内
の
預
貯
金
口

座
か
ら
の
口
座
振
替
か
、
国
内
に
い
る

親
族
な
ど
の
協
力
者
が
本
人
の
代
わ
り

に
納
め
る
方
法
が
あ
り
ま
す
。

　

手
続
き
な
ど
詳
細
は
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

問
戸
籍
住
民
課
（
市
庁
舎
１
階
、
☎
65

・
４
１
４
３
）、帯
広
年
金
事
務
所
（
西

１
南
１
、
☎
25
・
８
１
１
３
）

　

国
民
健
康
保
険
の
被
保
険
者
で
次
の

事
由
に
該
当
し
、
一
時
的
に
著
し
く
生

活
が
困
難
に
な
っ
た
と
認
め
ら
れ
た
場

合
に
、
医
療
機
関
で
支
払
う
自
己
負
担

額
（
一
部
負
担
金
）
が
一
定
期
間
免
除

さ
れ
る
制
度
が
あ
り
ま
す
。

▽
震
災
、
火
災
、
風
水
害
な
ど
の
災
害

に
よ
り
、
資
産
に
重
大
な
損
害
を
受
け

た
場
合
▽
事
業
の
休
廃
止
、
失
業
な
ど

に
よ
り
収
入
が
著
し
く
減
少
し
た
場
合

　

詳
細
は
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

問
国
保
課
（
市
庁
舎
１
階
、
☎
65
・
４

１
３
８
）

　

貸
出
日
が
12
月
13
日
㈫
〜
27
日
㈫
の

図
書
館
の
イ
ベ
ン
ト

海
外
へ
転
出
す
る
と
き
は
国
民

年
金
に
任
意
加
入
で
き
ま
す

図
書
館
の
イ
ベ
ン
ト

国
民
健
康
保
険
の

一
部
負
担
金
の
減
免

図
書
館
の
イ
ベ
ン
ト

年
末
の
図
書
貸
し
出
し
数
と

期
間
の
拡
大

期
間
限
定
で
、
本
は
15
冊
、
Ｃ
Ｄ
・
Ｄ

Ｖ
Ｄ
は
５
点
ま
で
を
３
週
間
の
貸
し
出

し
に
拡
大
し
ま
す
。

問
図
書
館
（
西
２
南
14
、
☎
22
・
４
７

０
０
）

問
帯
広
消
防
署
指
導
課
（
西
６
南
６
、

消
防
庁
舎
１
階
、
☎
26
・
９
１
３
１
）

　

期
間
中
は
、
放
火
の
警
戒
パ
ト
ロ
ー

ル
や
、
市
内
ス
ー
パ
ー
や
ま
ち
な
か
な

ど
で
注
意
喚
起
の
放
送
を
行
い
ま
す
。不注意が火災につながる

◆
幼
年
消
防
ク
ラ
ブ「
防
火
ぬ
り
え
」展
示

日
12
月
17
日
㈯
〜
23
日
㈷

場
イ
ト
ー
ヨ
ー
カ
ド
ー
帯
広
店
（
稲
田

町
南
８
線
西
10
）

◆
街
頭
啓
発
を
実
施
し
ま
す

　

年
末
焼
死
事
故
防
止
運
動
の
街
頭
啓

発
を
市
内
大
型
店
舗
５
カ
所
で
実
施
。

日
12
月
25
日
㈰
、
11
時
〜
12
時

◆
歳
末
警
戒
を
実
施
し
ま
す
。

　

消
防
団
員
が
地
域
を
巡
回
。
期
間
中

は
21
時
に
サ
イ
レ
ン
を
鳴
ら
し
ま
す
。

日
12
月
25
日
㈰
〜
28
日
㈬

問
帯
広
消
防
署
庶
務
課
（
西
６
南
６
、

消
防
庁
舎
１
階
、
☎
26
・
９
１
２
８
）

　

パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
は
、
市
民
の

皆
さ
ん
の
意
見
を
市
政
に
反
映
さ
せ
る

制
度
で
す
。
住
み
よ
い
ま
ち
に
す
る
た

め
に
、
意
見
を
お
聴
か
せ
く
だ
さ
い
。

詳
細
は
２
頁
に
掲
載
し
て
い
ま
す
。

図
書
館
の
イ
ベ
ン
ト

年
末
焼
死
事
故
防
止
運
動

12
月
15
日
〜
31
日

図
書
館
の
イ
ベ
ン
ト

ご
意
見
募
集
・
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ

メ
ン
ト
（
市
民
意
見
提
出
制
度
）

　「おびひろ氷まつり」で開催する市民氷
雪像コンクールの参加者を募集。
部門一般参加の部（審査対象外）、コンク
ールの部（審査対象）
製作期間１月28日㈯〜２月１日㈬
展示期間２月３日㈮〜５日㈰
申12月28日㈬までに、おびひろ氷まつり
管理運営業務受
託業者新生帯広
支社（大通南８、
☎25・1248）へ。
問観光課（市庁
舎７階、☎65・
4169）

氷雪像作りにチャレンジ

第54回おびひろ氷まつり
市民氷雪像コンクール参加者募集
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ど
を
行
い
ま
す
。
今
回
は
ゼ
ミ
を
選
ん

で
授
業
を
体
験
し
ま
す
。

対
象
小
・
中
学
生
、
保
護
者

日
時
12
月
10
日
㈯
、
13
時
～
15
時

場
所
・
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
前
日

ま
で
に
、
電
話
で
星
槎
帯
広
キ
ャ
ン
パ

ス
（
西
５
南
10
、☎
22
・
３
８
３
０
）
へ
。

刑
務
所
作
業
製
品
即
売
会

　

全
国
の
刑
務
所
で
作
っ
た
製
品
を
格

安
で
販
売
し
ま
す
。

　

刑
務
所
の
パ
ネ
ル
展
や
生
活
風
景
の

上
映
、
子
ど
も
用
の
刑
務
官
の
制
服
を

着
て
写
真
撮
影
な
ど
も
行
い
ま
す
。

日
時
12
月
10
日
㈯
、
10
時
～
17
時
、
11

日
㈰
、
10
時
～
15
時

場
所
旧
生
協
中
札
内
店
（
中
札
内
村
東

１
南
３
）

問
い
合
わ
せ
札
幌
刑
務
所
作
業
部
門

（
☎
０
１
１
・
７
８
１
・
２
０
１
１
）

無
料
法
律
相
談
会

　

離
婚
、
親
権
、
消
費
者
金
融
な
ど
の

相
談
に
弁
護
士
が
応
じ
ま
す
。

対
象
十
勝
管
内
在
住
の
ひ
と
り
親
家
庭

の
親

日
時
12
月
16
日
㈮
、
13
時
～
15
時
の
間

で
１
人
30
分

定
員
先
着
４
人

場
所
・
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
12
月

９
日
㈮
ま
で
に
、
電
話
で
母
子
家
庭
等

就
業
・
自
立
支
援
セ
ン
タ
ー
（
公
園
東

町
３
、
グ
リ
ー
ン
プ
ラ
ザ
内
、
☎
20
・

７
７
５
１
）
へ
。

障
害
年
金
講
座
と
無
料
相
談
会

　

障
害
年
金
に
つ
い
て
社
会
保
険
労
務

士
が
解
説
し
ま
す
。
約
１
時
間
の
講
座

終
了
後
、
希
望
者
の
相
談
に
応
じ
ま
す
。

日
時
12
月
18
日
㈰
、
13
時
30
分
～
17
時

場
所
と
か
ち
プ
ラ
ザ
（
西
４
南
13
）

定
員
先
着
20
人

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
前
日
ま
で
に
、

就
職
や
転
職
の
質
問
・
相
談
は

「
お
し
ご
と
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
」

　

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
を
利
用
す
る
時
間
が

な
く
て
、
就
職
や
転
職
で
悩
ん
で
い
る

と
き
は
電
話
し
て
く
だ
さ
い
。
３
月
31

日
㈮
ま
で
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

日
時
平
日
17
時
～
22
時
、
土
・
日
曜
日
、

祝
日
10
時
～
17
時

問
い
合
わ
せ
お
し
ご
と
ア
ド
バ
イ
ザ
ー

（

０
１
２
０
・
９
８
７
・
７
５
４
）

HPhttp://oshigoto.m
hlw
.go.jp/

拉
致
問
題
へ
の
関
心
を

高
め
ま
し
ょ
う

　

毎
年
12
月
10
日
〜
16
日
は
、
北
朝
鮮

人
権
侵
害
問
題
啓
発
週
間
で
す
。
日
本

人
拉
致
事
件
な
ど
の
北
朝
鮮
に
よ
る
人

権
侵
害
問
題
の
解
決
に
向
け
た
情
報
が

あ
っ
た
ら
、
警
察
に
連
絡
し
て
く
だ
さ

い
。

問
い
合
わ
せ
帯
広
警
察
署
警
備
課
（
☎

25
・
０
１
１
０
）

星
槎
国
際
高
等
学
校

帯
広
キ
ャ
ン
パ
ス
オ
ー
プ
ン
ス
ク
ー
ル

　

高
校
進
学
に
向
け
て
、
学
校
紹
介
な

12月の燃やさないごみ・有害ごみの収集日　燃やすごみが月・木曜日収集地区は、12月14日（水）、28日（水）です。燃やすごみが火・金曜日収
集地区は、12月7日（水）、21日（水）です。　問清掃事業課(西24北4、☎37・2311)

みんなの広場

問い合わせ　広報広聴課（市庁舎３階、☎65・4109）

市以外からの市民向けのお知らせを掲載しています。
２月号掲載の受付締め切りは12月15日(木)です。

▷問　安心安全推進課（市庁舎３階、☎65・4131）

安心安全メモ

広 告

飲酒運転は凶悪な犯罪です！
　年末年始は忘年会や新年会などでお酒を飲む機会が増えます。「少し
なら飲んで運転しても平気だろう」と考えてハンドルを握ると、重大事
故を引き起こします。自分はもちろん、周りの人にも飲酒運転は「しな
い！させない！許さない！」を徹底し、飲酒運転を根絶しましょう。

居 酒 屋

● 飲んだ翌日は前夜のお酒が残っているかも…運転は要注意
● 車やお酒の提供者、同乗者も厳罰になります！

車で出掛けてお酒を飲むことになったら、運転代行を頼む

代行
こっちで～す！

今日は
　飲むぞ～！

お酒を飲む場所には車で行かず、公共交通機関を利用する

駐車場
P

　A
ア ロ ハ
loha！ハワイ出身の国際交流員、

レ・イレインです。今回は、ドライブ
が趣味の私が、ハワイをはじめとする
アメリカの車事情を紹介します。
　アメリカでは州によって、車のナン
バープレートや運転証のデザインが違
います。その中でも、ハワイは特にカ
ラフルなナンバープレートです。ハワ
イは、「The Rainbow State (虹の州
の意味)」とも呼ばれているので、ナン
バープレートに大きな虹がデザインさ
れています。また、帯広市
の国際姉妹都市マディソン
市があるウィスコンシン州
は、アメリカ最大のチーズ
生産州なので「America's 
Dairyland（アメリカの酪
農の地の意味）」と書かれ
ています。もう一つの国際
姉妹都市スワード市があるアラスカ州は、州の色の紺色と黄色で「The 
Last Frontier（最後のフロンティアの意味）」と書かれています。ア
メリカに来たら、ぜひナンバープレートに注目してみてください。
　北海道の冬は、雪で運転がなかなか大変ですよね。一年中暖かいハ
ワイに行って、ドライブしてみませんか。ハワイでは、日本の運転免
許だけでレンタカーを借りられますよ（国際運転免許証は不要）！車は
日本と反対の右側通行なので、十分気をつけて楽しんでほしいです。

▷問　森の交流館・十勝 （西20南6、☎34・0122）

Hello there!
〜帯広のなかのセカイ〜

※�もっと詳しく知りたい人は、
　「帯広市国際交流員ブログ」
（https://obihirocir.wordpress.com/）をご覧ください。

ＱＲコードで
簡単アクセス▶

イレインさん

ハワイのナンバープレートが付いている車

安心安全メモ
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▷帯広市急病テレホンセンター（☎0155・26・1099）　▷北海道救急医療情報案内センター（　 0120・20・
8699、携帯電話／ PHS☎011・221・8699）休日・夜間の急病は

選
考
試
験
12
月
16
日
㈮

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
12
月
10
日
㈯

ま
で
に
、
郵
送
ま
た
は
直
接
帯
広
高
等

技
術
専
門
学
院
（
〒
080
・
2464
西
24
条
北

２
丁
目
18
ー
１
、☎
37
・
２
３
１
９
）へ
。

帯
広
・
南
十
勝
通
年
雇
用
促
進
協
議
会

か
ら
の
お
知
ら
せ

問
い
合
わ
せ
帯
広
・
南
十
勝
通
年
雇
用

促
進
協
議
会
（
☎
24
・
９
０
０
０
）

◆
季
節
労
働
者
向
け
通
年
雇
用
支
援
セ

ミ
ナ
ー

　

セ
ミ
ナ
ー
で
は
、
通
年
雇
用
化
に
向

け
た
講
演
や
、
協
議
会
の
支
援
制
度
に

つ
い
て
説
明
し
ま
す
。
セ
ミ
ナ
ー
終
了

後
、
建
設
作
業
員
免
許
等
技
能
講
習
の

申
し
込
み
を
受
け
付
け
ま
す
。
技
能
講

習
は
セ
ミ
ナ
ー
参
加
者
が
優
先
で
す
。

日
時
12
月
16
日
㈮
、
１
月
20
日
㈮
、
い

ず
れ
も
13
時
30
分
～
15
時
45
分

場
所
と
か
ち
プ
ラ
ザ
（
西
４
南
13
）

定
員
各
先
着
50
人

申
し
込
み
各
開
催
日
の
２
日
前
ま
で
に
、

電
話
で
帯
広
・
南
十
勝
通
年
雇
用
促
進

協
議
会
へ
。

◆
季
節
労
働
者
相
談
窓
口

　

専
門
の
支
援
員
が
相
談
に
応
じ
る
ほ

か
、
求
人
情
報
や
人
材
育
成
事
業
な
ど

の
説
明
・
受
け
付
け
を
行
い
ま
す
。

日
時
月
～
金
曜
日
（
年
末
年
始
、
祝
日

を
除
く
）、
９
時
～
17
時
30
分

場
所
帯
広
・
南
十
勝
通
年
雇
用
促
進
協

議
会
（
市
庁
舎
７
階
、工
業
労
政
課
内
）

国
税
の
申
告
書
や
申
請
書
に
は

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
の
記
載
が
必
要
で
す

　

書
類
を
提
出
す
る
際
は
、
マ
イ
ナ
ン

バ
ー
の
提
示
か
、
写
し
の
添
付
が
必
要

で
す
。
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
を
持
っ

て
い
な
い
場
合
は
、
通
知
カ
ー
ド
な
ど

番
号
が
分
か
る
も
の
と
、
運
転
免
許
証

な
ど
身
元
確
認
が
で
き
る
も
の
の
提
示

か
、
写
し
の
添
付
が
必
要
で
す
。

問
い
合
わ
せ
帯
広
税
務
署
（
☎
24
・
２

１
６
１
）

電
話
で
関
根
労
務
行
政
事
務
所
（
☎

28
・
３
５
７
０
）
へ
。

エ
コ
パ
歳
時
記

「
短
い
日
を
楽
し
も
う
」

　

門
松
作
り
な
ど
、
親
子
が
一
緒
に
楽

し
め
る
さ
ま
ざ
ま
な
催
し
を
行
い
ま
す
。

詳
細
は
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

日
時
12
月
23
日
㈷
、
10
時
～
15
時
、
門

松
作
り
10
時
～
12
時

定
員
門
松
作
り
の
み
先
着
親
子
20
組
40
人

費
用
門
松
作
り
の
み
１
組
１
０
０
０
円

場
所
・
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
門
松

作
り
の
み
前
日
ま
で
に
、
電
話
で
十
勝

エ
コ
ロ
ジ
ー
パ
ー
ク
（
音
更
町
十
勝
川

温
泉
南
18
、
☎
32
・
６
７
８
０
）
へ
。

障
が
い
児
（
者
）
余
暇
活
動
支
援
事
業

ゲ
レ
ン
デ
ス
キ
ー
教
室

　

ス
キ
ー
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
が
マ
ン

ツ
ー
マ
ン
で
指
導
し
ま
す
。
中
学
生
以

下
は
保
護
者
同
伴
。
送
迎
バ
ス
あ
り
。

対
象
市
内
在
住
の
障
害
児
（
者
）、
市

内
小
中
学
校
特
別
支
援
学
級
在
籍
の
児

童
・
生
徒

日
時
１
月
６
日
㈮
、
９
日
㈷
、
い
ず
れ

も
10
時
～
14
時
30
分

場
所
メ
ム
ロ
ス
キ
ー
場
（
芽
室
町
中
美

生
２
線
）

定
員
各
先
着
15
人

費
用
各
１
０
０
０
円

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
12
月
５
日
㈪

～
21
日
㈬
ま
で
に
、
電
話
で
帯
広
市
社

会
福
祉
協
議
会（
☎
21
・
２
４
１
４
）へ
。

平
成
29
年
度
帯
広
高
等
技
術
専
門
学
院

訓
練
生
募
集

　

平
成
29
年
４
月
か
ら
２
年
間
を
訓
練

期
間
と
す
る
、
電
気
工
学
科
、
金
属
加

工
科
、
自
動
車
整
備
科
、
建
築
技
術
科
、

造
形
デ
ザ
イ
ン
科
の
訓
練
生
を
募
集
し

ま
す
。
応
募
手
続
き
な
ど
、
詳
細
は
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

受
験
資
格
平
成
29
年
３
月
に
高
等
学
校

卒
業
見
込
み
の
人
お
よ
び
高
卒
者
な
ど

定
員
各
科
目
20
人

　好きな本を数人で持ち寄り、その内容を紹介するゲー
ム「ビブリオバトル」。この本は中高生向けに、マンガ
を用いてルールを分かりやすく解説しています。
　ビブリオバトルは、みんなで本の内容を共有し、コミュ
ニケーションを深められるゲームです。本書に書かれた
内容を参考に、学校の友人同士でビブリオバトルを実施
してみてはいかがでしょうか。

図書館のオススメ
今月は中高生向けに、読書を多くの人と楽しむための本を紹介します。

▷問　図書館（西2南14、☎22・4700）

※表紙画像使用許諾済

　

百
年
記
念
館
は
、
帯
広
や
十
勝
の
歴
史
に
関

す
る
写
真
を
収
集
し
て
い
ま
す
。
今
回
は
そ
の

中
か
ら
、
昭
和
34
年
１
月
に
緑
ヶ
丘
公
園
で
開

催
さ
れ
た
、
第
14
回
国
民
体
育
大
会
ス
ケ
ー
ト

競
技
会
の
写
真
を
紹
介
し
ま
す
。

　

写
真
で
は
、
大
勢
の
人
が
会
場
に
詰
め
か
け
、

熱
心
に
観
戦
し
て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
規
模

の
公
式
大
会
が
開
催
さ
れ
る
の
は
、
帯
広
市
史

上
初
め
て
の
こ
と
で
し
た
。
ス
タ
ン
ド
や
競
技

用
リ
ン
ク
も
、
こ
の
国
体
に
合
わ
せ
て
造
ら
れ

ま
し
た
。
当
時
の
新
聞
か
ら
も
、
国
体
の
準
備

が
急
ピ
ッ
チ
で
進
め
ら
れ
る
様
子
が
読
み
取
れ

ま
す
。
そ
の
ほ
か
宿
泊
施
設
や
観
光
案
内
所
の

整
備
、
記
念
品
の
発
売
な
ど
、
国
体
成
功
に
向

け
て
の
意
気
込
み
が
伝
わ
っ
て
き
ま
す
。

　

期
間
中
は
約
６
万
人
の
観
客
が
会
場
で
熱
い

声
援
を
送
り
ま
し
た
。
ち
な
み
に
、
こ
の
と
き

の
帯
広
市
の
人
口
は
約
10
万
人
。「
ス
ケ
ー
ト

王
国
」
の
土
地
柄
か
、
市
民
の
注
目
度
も
非
常

に
高
か
っ
た
よ
う
で
す
。

　

昭
和
60
年
２
月
、
帯
広
の
森
ス
ピ
ー
ド
ス

ケ
ー
ト
場
の
建
設
を
き
っ
か
け
に
、
こ
の
リ
ン

ク
は
公
式
大
会
の
会
場
で
は
な
く
な
り
ま
し
た

が
、「
緑
ヶ
丘
公
園
市
民
リ
ン
ク
」
と
し
て
現

在
も
使
わ
れ
て
い
ま
す
。

ふるさと見聞録

国体期間中の特設リンク

文　百年記念館　丹野　佑香　　写真　百年記念館収蔵
はじめての国体

広 告

　手指や体の動き、表情を使って意思疎通を図る「手話」。このコーナーでは
簡単ですぐに使える一言を紹介します。

ワンポイント
手話講座

▷問　障害福祉課
  （市庁舎1階、☎65・4147）

イラスト出典：全日本ろうあ連盟発行「わたしたちの手話　学習辞典（2010年発行）」

今月の手話 
「何？（どうしましたか？）」

今月の手話 
「何？（どうしましたか？）」

動作の由来…疑問を示す様子

①右手人差し指を立て、
　胸の前で左右に振る。

②右手のひらを上に向け、振り
　下ろすように前へ下ろす。

『マンガでわかるビブリオバトルに挑戦！』
☆監　修…谷口　忠大 ほか　　☆出版社…さ・え・ら書房
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市政のお知らせを放送しています
◆テレビ　市役所だより（OCTV 11ch）
　毎日４回放送していて、市ホームペー
　ジからもご覧になれます。

◆ラジオ（毎週月・水・金曜日）
おびひろタウンインフォメーション
（FM-JAGA77.8MHz）９：15〜９：20
おびひろ広報メモ
（FM-WING76.1MHz）９：30〜９：35

　晩秋の青空の下、今年で5年目となるフードバレーと
かちマラソンに過去最多の5199人が出場し、親子から
お年寄りまで幅広い年代がそれぞれのペースで市内を駆
け抜けました。ハロウィーンの前日でもあり、野菜など
の着ぐるみや人気キャラクターに扮する人など、思い思
いの衣装で参加する人も多く見られました。約800人の
ボランティアが給水所などでランナーをサポートしたほ
か、沿道には、地域住民や近くの店舗の従業員が応援に
駆けつけ、大声援でランナーを後押ししました。
（10月30日、競馬場通りほか）

過去最多5199人が市内を駆け抜けた

ランナーをねぎらうボランティアたち

カメラレポ Obihiro Camera Reportオビヒロ

広報おびひろの感想を聞かせてください
最後まで読んでいただきありがとうございます。よりよい広報紙にする
ために「こうした方が読みやすい」など皆さんの感想をお聞かせください。
問広報広聴課（市庁舎３階、☎65・4109、Ｆ23・0156、　  report@
city.obihiro.hokkaido.jp）

※広告の内容に関する一切の責任は広告主に帰属します。

広 告

　子どもたちが楽
しみながら外国文
化や英語に触れら
れるこの人気イベ
ントに、今年も多
くの親子連れが訪
れました。
　簡単な英語を交
えた影絵の上演で
は、物語の鍵とな
る英語のパスワー

ドを子どもたちが大きな声で唱えていました。仮装コンテ
ストでは、集まった子どもたちがお気に入りの仮装をお披
露目していました。（10月30日、森の交流館・十勝）

　米沢市長が市内
8カ所の地域に出
向く、地区懇談会
が開催され、第１
回目は31人の市
民の皆さんとまち
づくりについて意
見交換を行いまし
た。
　今年度は、「どう
やっているの？お
びひろの除雪」をテーマに、除雪の現状や課題を説明し、
皆さんからは「地区によって仕上がりに差がでないよう除
雪作業の検証が必要」など、貴重な意見が寄せられました。
（10月29日、図書館）

市長と語ろう「夢かなうまち
おびひろ」地区懇談会

森のハロウィーン2016

　

１
９
９
６
年
、
帯
広
の
森
の
一
角
に
、

国
際
協
力
と
国
際
交
流
の
拠
点
と
な
る

｢

Ｊジ

ャ

イ

カ

Ｉ
Ｃ
Ａ
北
海
道
国
際
セ
ン
タ
ー（
帯

広
）｣

と
「
森
の
交
流
館
・
十
勝
」
が
開

設
さ
れ
今
年
で
20
周
年
を
迎
え
ま
し
た
。

　

Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
北
海
道
（
帯
広
）
で
は
、

開
発
途
上
国
の
国
づ
く
り
を
担
う
指
導

的
立
場
の
外
国
人
を
受
け
入
れ
、
十

勝
・
帯
広
の
先
進
的
な
農
業
技
術
を
は

じ
め
と
す
る
各
種
研
修
の
機
会
が
提
供

さ
れ
て
い
ま
す
。
受
講
者
は
、
こ
の
20

年
で
５
３
０
０
人
を
超
え
、
帰
国
後
そ

れ
ぞ
れ
の
国
の
発
展
に
大
き
く
貢
献
し

て
い
ま
す
。
森
の
交
流
館
で
は
、
外
国

人
と
地
域
住
民
と
の
相
互
理
解
を
深
め

る
場
と
し
て
、
外
国
文
化
を
紹
介
す
る

講
演
会
や
世
界
各
国
の
人
た
ち
と
の
交

流
イ
ベ
ン
ト
な
ど
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
ら
施
設
の
運
営
を
サ
ポ
ー
ト
し
、

外
国
人
と
地
域
住
民
を
つ
な
ぐ
架
け
橋

と
な
っ
て
き
た
の
が
、
十
勝
イ
ン
タ
ー

ナ
シ
ョ
ナ
ル
協
会
な
ど
の
民
間
団
体
や

大
学
、
企
業
、
そ
し
て
住
民
の
方
々
で

す
。
こ
う
し
た
地
域
が
一
体
と
な
っ
て

住
民
の
国
際
協
力
へ
の
理
解
促
進
に
貢

献
し
た
こ
と
な
ど
が
評
価
さ
れ
、
先
日
、

帯
広
市
は
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
理
事
長
か
ら
「
国

際
協
力
感
謝
賞
」
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

20
年
の
積
み
重
ね
で
、
十
勝
に
ゆ
か

り
の
あ
る
外
国
人
は
世
界
１
３
７
カ
国

に
広
が
り
、
そ
れ
ぞ
れ
の
国
で
十
勝
・

帯
広
で
得
た
経
験
や
技
術
を
生
か
し
て

活
躍
さ
れ
て
い
る
こ
と
は
、
と
て
も
喜

ば
し
い
こ
と
で
す
。

　

と
こ
ろ
で
、
皆
さ
ん
は
、
外
国
人
と

接
す
る
機
会
は
あ
り
ま
す
か
。
毎
年
夏

に
、
森
の
交
流
館
で
行
わ
れ
る
十
勝
最

大
の
国
際
交
流
イ
ベ
ン
ト
「
世
界
の
と

も
だ
ち
」
は
、
多
様
な
世
界
に
触
れ
る

絶
好
の
機
会
で
す
。
言
葉
や
文
化
の
異

な
る
外
国
人
と
の
触
れ
合
い
や
、
各
国

の
珍
し
い
伝
統
料
理
、
踊
り
や
音
楽
な

ど
、
そ
の
全
て
が
新
鮮
な
体
験
に
な
る

の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

　

私
た
ち
は
、「
あ
の
人
に
あ
っ
て
私

に
は
な
い
も
の
」「
私
は
こ
う
考
え
る

が
あ
の
人
は
こ
う
思
っ
て
い
る
」
な
ど
、

日
頃
、
自
分
と
他
人
と
の
違
い
を
感
じ

な
が
ら
生
き
て
い
ま
す
。
そ
の
違
い
を
、

多
様
な
個
性
と
し
て
受
け
入
れ
、
お
互

い
に
刺
激
し
合
う
こ
と
で
、
今
ま
で
な

か
っ
た
新
た
な
発
見
や
創
造
が
生
ま
れ
、

自
ら
の
成
長
に
も
つ
な
が
る
も
の
と
思

い
ま
す
。

　

十
勝
・
帯
広
に
は
、
世
界
の
さ
ま
ざ

ま
な
人
た
ち
と
出
会
い
、
お
互
い
の
違

い
や
良
さ
を
知
り
、
多
様
な
価
値
観
に

触
れ
ら
れ
る
機
会
が
あ
り
ま
す
。
こ
れ

は
私
た
ち
に
と
っ
て
、
大
変
貴
重
な
財

産
で
は
な
い
か
と
、
20
年
を
振
り
返
り

改
め
て
感
じ
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

国
際
交
流
が
、
皆
さ
ん
に
と
っ
て
、

新
し
い
可
能
性
を
広
げ
る
き
っ
か
け
に

な
れ
ば
素
晴
ら
し
い
と
思
い
ま
す
。
ま

ず
は
「
こ
ん
に
ち
は
、
十
勝
・
帯
広
へ

よ
う
こ
そ
」
か
ら
始
め
て
み
ま
せ
ん
か
。

市長コラム

帯広市長　米沢 則寿

国際交流

おびひろ
夢かなうまち


